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投資行動にかんするマルグズ理論(2) ■ •

冒頭引用文の㈧や, 上め(ワ)から明らかなように, ‘ 宇野氏では，$ 库方/去の改善•固矩資本め更新 

め普及によって，不況期が好況期べと転換するのは，基本的には，新生産方法の改善による生産力 

，の 叫上一 _ ^ 労働力の価値低落一利潤率上界 - ^ . 「苒生産過程の停滞の根本原因」の除去，という 

内容で把えられているように思われるぃもづとも， 産手段の生産の拡大にも言及されるが’それ 

;はいわば副次的な位匱しかあたえられていないように思われる。 ’へ

かかる理解があったからこそ，好況開始の前提として，主要生産諸部門における「固定資本の一 

-般的吏新J • 新生産方法の全般的普及ということが，要請されていっためではなかろうか。

かかる見解にたいする批判は，本論第3 節（IV)で明らかにしたが，最後r づぎの点も補足してお

く必喪があろう。 . .
以上でみてきたように，木況期で，主要生産諸部門で，新生庫方法を導入する「_ 定資本の一般 

的更新」がほぼ完了し；好況}切社かかる r 固定資本の一般的吏新」をもっ弋開始し，その基礎上で， 

もっぱら「間にあわ:せ的」き大が行かわれていぐということになるのであれば，不況期において， 

好況期の最高潮に妇ける生逄を支える中枢的労働手段体系はすべ七投下•されてしまうということに . 
なる。これでは, 不況期におぃて, 労働手段め一大投資が社会的M 摸で、• 好 尽 り 仔 令 ，54#  
る規模で • 出現してしまうこ.とになるであろう。 ’ . -

こうした把握は一方ではすでに指摘したように，好況の加速化のメカニズみを解明でき存いとい 

う問題をふくむのであるが，い.ま一つ，不況期間中に，かかる一大投資が行なわれるはずがないと 

いうこと—一 一 もしかかる一大新投資が行なわれれば，もはや不況期であるはずはなく，一挙に > 労 

働手段生産部門のまさに驚異的な拡大を中枢とした•ブームの出規をみることになるという問題を 

もふくむものである。

こうした疑問についても，拡大再生産分析において/部門分割视点を全く欠落してしまっている 

宇野理論では, 解答は一切えられないが，こうしたところにも，再生産表式論把墀における誤りに 

もとづいて，生產諸部門間の諸関速•生産と消费との関速にかんする分析を全く無視される宇野理 

論の限界が，如実にあらわれてん、るということができよう。とれらの限界については，產寒循環を 

対象とする別稿でくわしく検討• 批判することとする。

なお，かかる批判に対し，もし宇野氏らが，不況期で「固定資本め一般的更新」が行なわれるのは， 

生座部門のうちのごく一部にすぎないと反論されるとしたら（私自身* 本女でのベたように本況期間 

中に新，土産方法の全般的昝及. r固定资本め一般的史新」が行なわれる生産部門もありうることを認めている）， 

⑷の批判はとりさげるが， しがしそれヤあれば，好況期の蓄樹の分析において， 「固定資本の一般 

的觅新J の行なわれたことを前提とし:t のみ好況の菩横を論じられるぐとの輯り，不況期で新生產 

方法鹗入 • 觅新投資を行なわずに好況期を迎えた生産諸部n の問題を一*切とりあげられないことの 

誤り一~こ以上(1)• (2) . (3)の批判-一一-はますますIK大な誤りとなってあらわれるといわねばな令ない。
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⑴本稿は，刖稿「競争段階•独占段階における生産力の発展—一 技術進歩を中心と芒ゼ_ _ .

とともに，独占資本主義段階における資本蓄積と生動発展の様相の特徴を解明しょぅとする一速 . 
のこころみの一部をなすものセある。

婢占資本ま義は, ほぼ 3/4 世紀にわたるクマの歴史において,一方における停滞的傾向—— 膽 年 -
代の世界鴨:長期沈滞に  もっとも鋭v 、形をとって現われ，その他の多くの時期にわたって多くの諸.
轉資本主義の発ラを興づけたところめ停滞的傾向と ， 他方における急速なる発展傾向一 — 2 0 年

代 の 細 の “New Era”や第2 次大戦後の“科学•技術英命，，と姑び.ついた50年代以降の一連の発

展，あるいは西独 . '日本の驚異的な復興，「鎌にみられる急速なる発展傾向という，相対立した両： 

傾向をしめして含た。

かかる両傾向のうちの一傾向のみを一面的に独占段階め特徴として把える と いう誤りに陥るこし 

なしに, これらの“則 販 す 硝 嫩 を と も に 独 战 本 雄 の 類 の 特 麵 な あ ら わ れ と し て 把 握  

するしとか肝要• 不可欠であるというのが，本稿をふくめた一迪の分析をつらぬく問題意識である。 

かかる問題意識は, 独占資本主義の歴史にかんする考察,それをめぐる理論的諸分析の髓にもと 

づいてうみたされたものであるが， すでに 5 0年以前にレ “  ニンによって提尕されたととろのつ髮

，相"" ■ ：_ —. 1 •. _■ 一  ̂ ■   ， パ；，.

注（1 ) 睃應義塾， 济学年報j 12 (1968平度）所肿 : : I ■ ■ .
.* ' ‘ .
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の認識に貞うところも大きい。

「独A , 芻頭制, |U i丨への志向にかわる支配への志向. ごく少数のもっとも富裕なあるいはもっと’
も強大な民族による，ますます多数の弱小民族の搾取，~— これらすベてのことが.帝国主義を寄

生的なあるいは腐朽しつつある資本主義として特徴づけさせる，帝国主義の諸特徴を生みだしたの

である。 だが，この腐朽の_ 向は資本主義の急速な堯達を排除すると考えたら, 誤りであ令う。

いや，個々の座業部門，ブルジョワジーの個々の層，個々の国は，帝国主義の時代に，程度の差は

あるにしても. これらの傾向のうち，あるときは一方'を， るときは他方をあらわしている。しか

も全体と‘しては，資本主義は，以前とは比較にならないほど急速に発展するのである。もっともこ，

の発展は，一般にますます不均等になるばかりで、なく，この不均等は，とぐに，資本力のもっとも(注2)
強い国々（たとえばイギリス）の腐朽のうちに現れている。」

独占段階においてあらわれるところの資本蓄積と生産力向上との「停滞」と 「発展』と.いう特徴的 

，両傾向が，独占資本主義の基本的な構造的特質からV、か必然化するかを理論的に解_ し,これら 

•両傾向を相互に関連づけ• 位置づけることによって，独占資本主義の発展法則を解明すること——
こ こに, 本稿以降の一連の分析の基本課題がある。

、 • ■ .

，⑵ 従 来 , 独占段階における資本蓄插について，その発展面と停滞面のいずれかを一面的に強調 

する見方が多く，両者を綜合的に把える見方がほとんどなかったことは，—ぼ稿でみた独占と技術進 

歩についての場合と同様である办

たとえば，独占の技術進歩促進面を強調十る、ンュムペータ一的主張においては，同時に独占妊資 

本蓄稂を促進するものどしてのみ把えられた。そこにおいては，技術進歩、新機軸は「創造的破壊j
(注3)•であるがゆえに,同時に新投資をともなうものとして理解されていたので , 独占が技術進歩を促進

するということは資本蓄積を促進するとどとまざに同義であり, かくして，独占資本主義は芷常的

•にはむしろ急速かつ着実に発展してゆくものであって，30年代の大不況のごときは，資本主義発展

.につきものの「長期波動」め一つの谷とい う 「i 質的に一時的な現象」でしかなく，独占の成立 •
(tfe4) ’

支配とは全く無縁なものとされるのである。

他方，独占が技術進歩を阻止するとい•う側而を一方的に強調する見方は, 当然,独占による資本

注（2 ) ヴュ•ィ. レ一ーンr資本主義の最高to段階としての帝国主義J レ一ニン全集（大月書店版〉餡22巻347〜8頁。, 
( 3 ) ，ンュムペータ一は，•■いまや資本财への新需豉は哄まれ，厫换需寒だけしか拽されていない」というよ〉な 

「投資機会消滅論J を反駁して次のように言う。r资本主義の叩灼へめ迫加は，原則として既在の各部分と競 

争する。それらは後者の释済的有用性を打ちこわす。……揿却嵇立金が（新装備を) 解決するfc犯るような場 

合一一それは通常技術的変ft：のない場合に起こるであろう- —— は，むしろ例外である。新生產方法が新座-菜で 

炎際に用いられるようなところでは，このことはとくに明瞭である。すなわち，尚勤卑エ妫が效逝の減価揿却 

勘》ifから金融されたのでなV'.ことは明らかである’。」(J. A, Schumpeter, Capitalism, Socialism, and DeinocraCy. 
3rd ed7 ]9 5 0 .p .l l9 .中山*浓畑訳「資本主義. 社会主翁*庑主主義j 上巻215H)

_(4) Ibid., pi>,64--70.同訳 118〜1^8 K 参照。 . •
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一真占企業の投資行動 •
難の停滞という見方 f cつらなる。第ニ次世界大嘯，多くのマル ,クス経済学者がかなりの期間に 

わたO て，世界琴本主義の停滞面を一方的r 強調した時, そこには世界市場の分裂などとともに， 

独占による技術進 歩 讀 本 蓄積の停滞という要因がかなり大きな位置を占めてい た ことは明らかで 

ぁる。 t ツネもづぎのよケにいう。..「私は.それ:〔重大な技術本:命；！:が投資ブ“ ム:(特に1的4〜7 年の.それ） 

に御をかけるひとつの要因であったことは明自だと思うし , また， 贿を煽る潜在的要囚とは 

そのが響力は，恐らく ' 、まなお尽きてはいないだろうと思う。多くの人々はこのととが過去如年間 

，のできごとにたいして及ぼした影響を，過小評価する傾きがあづた。多分それは，独占の成長が技 

術進本を室息させるとV 、う こ と あ ま り ち た や す く仮定しただめで、あろう。 明 らかにそれは，独 

:占資本主義もまた^ : ■ 生産』の増大をともなうとい.うことを，全く認めなW ほどにまで,.独占 

本主義のあるひ.とつの細 fに, あま.りに単純に注意を集中したために生じた誤り ' 
これらに対し古川哲氏の「景気循環と恐慌の違| 」は,独占めもとでの資本蓄積と生産力発展に 

おける上述の両傾向をともに法則的にとらえようとした, ほとんど唯一の勞作である。そのかぎり 

で筆者と問題意識を麵し，本稿執筆にあたって多ぐめ示唆を得た。 しがし, : 内容的には，木稿 

•以下でふれるように，多くの点で疑義があり，理論的に検討を要する諸点をふぐむもめと思われる。

' . . . . . . . ::... ..... ....- . .

⑶ と し ,ろで，以上にみたところの諸見解には，その相違にもがかねらず，共通した問題 • 限界 

:かふくまれている。つまり，技術進歩が新投資の積極的展開をともなうということを, 暗黙裡•あ 

るいは明小的な刖提としている点では，共通している，その前提のうえで, 技術進步の進展— 蓄按 

•の発展という主張と/ 技術進粜の停滞蓄積の停滞という主張がでてきている。 ，

U かしながら，この前提自体，実は検討すべき内容をふくんでいる。独占段階においては，技術

• :進歩が必らずしも新投資め•積極的辱開をともなわないのであり，そこに独占段階のーつの特徴があ

るのである。 ;
それゆえ，独占段階において，独占段階固有の特徴のもとで技術進歩自体がどのような変イ匕•特 

-徵をもつにいたるのかというこ.との考察ととも'に,独占段階では技術進歩と資本善積の発展とがい 

かなる関係にあるのが• そこに自由競争段階といがなる知通性と相違性があるのかということが明 

•らかに多れねばならないのである。 .

邊者か，技術進渉と資本蓄積とを一忠わけてとりあげ/ 前者を中心にすで'に考察を.こころみたの 

ちに，それを前提にしフつ• それを補完する形で本稿を展開するという分析方法をとった則山はこ 

.•こにある。
; ■ ■ ■ 

この点では, バランとスウィージブの共著『独占鉍ぼが,独占による急速な技術進歩と資本蓄

注( 5 ) 恥 : レ ブ rr新しい段階ぶにぅいて」_ ffl人 編 資 本 主 義 の 識 討 』細 年 。听〜眠

( 6 ) 达川锊「_ 気循環と恐慌の理論j (r我代帝国主義講座』第ダ卷 1963年. 所収）

( 7 )  P.A, Baran & P-M/Sweozy, Monopoly Capital, 1966. -
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; 稍の婷辦との両立を主張しているのが注目され，そこがら筆者は多くの乐睃を得た。 しかし，この

、 とらえ方を一面的に強調すれば，当然，独占段階のる局面で現実化する資本蓄積の急速な進展は， 

. 非法則的な，歴史的条件としての「画期的革新」などに帰せられることになる。ンぐヲンの前著「成

；. 長の経ふ1学 !）が，停滞而の一方的強調だろたのに対し，新しぃ共著においては，技術進歩を経常的 

‘ と画期的とに分けることを通じて，現実における発展的側面に合理的な説明を与えよぅt してぃる 

点に，一歩の前進をみとめるととができるのではあるが，なおそこでも, 資本蓄積の急速な逯展i  
、 独占資本主義の基本的特徴と関迪づけ 't 把えようとし:t いなぃ点で納得できなぃものがある。筆者 

1 としては, バラン / スウィ一ジーと同様，急速な技術進歩にもかがわらず貫ぬかれる資本蓄積め停 

滞的驻調を独占段階岡有の特徴として一‘方で強く.認めるもめでは卷るが，他方では，ある.条件のも 

. とで急速に資本蓄積が進展するとぃう傾向を，独占段階固有の特徴の一*つの現われとして•その特 

徴との関連で把えねばならなぃと考えるのである。 

s . .  . - ベ ペ . . .ベし .入. . . . . . . へ........へ' ぃ.,.‘ノ

’ ( 4 ) 以上のような問題意識のもとに，独占資本主義段階における資本蓄積運動を総体として把え，

そQ 特徴を摘出することを通じて，独右段階に固有な.矛盾の存在とその展開のあり方を理論的に究 

, 明しようというのが，本稿以下の一連の論文の課題である。 ‘
ところで, 本稿はこの課題を究明する」連め試みの一部として,•つぎのような対象の限定をもっ 

ている.。 ■' ン ：■..ハ ' ：

* 第一.に，本稿の生題は，まず独占的市場構造のもとセの投資行動の特徴を解明するどとである。

: ■ , つまり，市場の一定の諸条件のもと.で,独占的巨大資本がいがなる投資行動を行なうかというこど 

' が本稿の主題であり, したがって，そこでは,市場の諸条件はいわば与えられたものとして前提さ

’ れてぃる。第 2 節では，市場がほとんど拡大しないとV、う条件やもとでの投資行動が考察され，第 

. 3 節では，市場が大幅 • かつ継続的に拡大するという条件のもとでの投資行動が考察される。

* しかしながら，一方で，市場の一定の諸条件のもとで, 本稿でみるような独占段階固有Q 投資行

動が展開するというごとは，他方では, 独占段階における社会全体の市場拡大のあり方を規定C て 

いくのであって，そのことを通じて，投資行動自体をも規定していぐという関迪にあるのである。

それゆえ，独占段階における資本蓄積の運動のあり方を全体的に把えるためには,本稿で明らか 

；, にするような投資行動によって，諸生產部門における市場拡大のあり方がぃかに規定され•そこに 

独占段階固布のいがなる特徴.いかなる問題库がふくまれるのがということを解明ずることが不可 

欠であるが，この分析は本稿の対象をこえるものであって，次稿の課題をなす。

この意味で，本稿の分析は，独占段階における資本蓄積の運動の解明としては，•-定の限界内で 

- ' の分析とぃわねばならなぃが，それは,:独占段階における諸坐産部門における市場拡大のあり方の

注（8) P_ A. Baran, Tho Political E<^nOmy <)f Growth, 1957. 拽野ノ 『成民の経済学j 。
’ • —  8 0 ( _  —  ’
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特徵を明らかにするうえで必要•不可欠の基礎をなすものといえる。 パ

• '.ぐ.：..’.'...、. . - . • • • • , > . , •
第 二 ら .独占段階に知:けち投琴行動の特質の解叨にあたり，本稿の対象は，少数目大資本の支配 

する独占的市場構拳を有する部門における投資1行動の特質を考察するということに啦定されている。

これま:での諸論稿r eしばしば穿調してきたように，独占資本主義段階の特徵は，資本の高度な集 

積 • 集中をすずめた少数巨大資本が, . きわめて高V、市場集中度と参入障壁とを備え，た 独細市場構  

造 を 塞 礎 に 部 咖 ‘ 外の競爭を制眼することを通じで，-麵生备価格以上の水準に独占価格を設 

沄し，かくして，平均利_ 以上の独占的齒過利潤を一福的にではなく（相対的'には）安足的に突現 

することにある。それかえ，独占资本主義段階における投資行動の特徴を明らかにするためには, 
何よりもまず，.少数巨大資本の支配する生産部門の独占的市場構造•独占的舾格設定• 独占利澗実 

現のメ力ニズムのもんで展開される投資行動めあり方の特徴を解明することが不吋欠なのである。 

独占資本主義経済を構成する多敎の生座諸部門は，一方の極として,資本の集樹集中を甚礎にし 

て • 高い市場集中度ん高い参入陣壁を-おし • 少 敎 大 企 業 が の _ によって独占俪格の設定= 独 

占的尚利满率を実現し，ている f独占的市場構造J の南們から，他方の極とし て ， 多数の群小資本が 

相互に_ することも‘ . また参入を阻止することも出来す• • 独占部門からの収奪によって低咖率.
を汆儀なくされてい名よy な ！'競於市瘍檎造 J の韶門ま七，種々め::r競争制限の可能性」の程度 

ぜる丨諸部— ♦ な稿って V、を .許 て ，競争制ゆ  

‘ 轉部門における投資行動は，雄本的には，自由競脅段階での競争市場における投資行動と共通す 

るものとして把えられるが，それもち独占部門による収奪によって，そのあり方がいかヒ規 

制され，逆化せしめられるかがうと i も_ 察し’なければならない。しかし.この点の考察は，本 

稿での考蔡をふまえ^  i えでン娴_ でとり詬げること.と十る。

本稿では，技術上の理山から，，「窩占丄概念を用いる。 ,
マノレクス経済学では， 「寡占」という力テゴリフは一般には用いぶれず，独 占 と い う カ テ ゴ リ ー ； 

によって，競争を完伞に排除しえず•競争と並知し，競争とからみあづて作用している. 嵇々の形 

態の独占を意味している。したがって，資本の高度な集穑•集申を基礎として，少数の臣大资本が ‘
咼い市場燊中度*高い参久障壁（ぉ」よび夫き匕製品差別）をそi えているどころの市場構造こそは，

- マルクス経済学の「独占」概念に対尥す冬ものである。

たたし，m 場集中度の相違の意義を明らかにする尨め丨こは，ニ虑ー企業による文字通りの独占の 

場合と，少敎の抜数資本が市場を支配している場合と,を明確に区別する必要があるので，一応前洛 

のみを「独占」とし，辞考を「寡占j とキす区別することが技術的に他利であろ.う。
しかしなから,こちで注韋す々必要があるの快，筆考の r iC tJ j j概念が，普通市場形態分類論で 

. 用いられでいるような「_ 占J 一般一靜は複释ではあるが少数であり• その各々が当該市場で

注く9 > 拙稿‘ r市場職と伽格卿 ——婢占师格;神 説 - 経済学年報j  5. 1_ 年) . 「独占• 制下の /iaj格設 

‘ な ■ の 邏 ぽ 归 田 学 会 雑 ぬ 号 〉, 「細 企 媚 協 調 の 财 咖 _ 点」び三丨盼会総バ7卷3 ，
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高い占拠率をしめるという場合ム般—— を意味す名ものでは決してないということである。これま 

. . での諸論稿で強調したように，独占段階を特徴づける独占的市場構造のもとでの問題を分析する場

丨 合，少1数の巨大資本が_ 対的ヒ広大な市場を分割しあっている場合と，少数の小資本が命場の狭小

! ' 性ゆえf c , その市おで高い占拠率をb fc ii：いる每合とは，厳密に区別しなければならない。いわゆ

る丨激占j 一般のうちでも, 広；̂な市镇ももつ生逢諸部門で，資本め集稹._中を高度におしすず 

' めたか敎の巨大全業が高レ市場集中度と高い参入障壁(および大きな製品差別〉をかねそなえた場合

にこそ，この巨大な「寡占」企業が価格を支配V , 独占的超過利潤を取得しうる独占体としての内： 

实食もって現われるからであ> る？

い . . '  それゆえ，本病では，一応技術的 f c , 文字通り< 0 — 企業による . 「独占」と区別してて靡占」とい

. う概念を用いるが, ここで対象とされるもq は，あぐまでもかかる独占体としての内実をもった5 ； • .  ' . . . .圓 _.. . ' ' ： ； ... - ； ' . V • , • ' '  '■ • ； .[ ' ....

! 「媒占j であるし，「寡占市場j はまさに独占的市場構造というべき内実をもづた市場にほかならない。

； へへ'  八 . . . - - . . - パ.， ン ノ V : . • . .ド. 'に' - . . .
： ., . . . . . ' . .  . . ： . . . . , ..
： .' • ■ r ' ； ' . • ' 1 ..：*•• * . * . • ■ . • ' ' -

； 第 1 節寡占企業の投資行動の基本的特徴:

； : , ' . ノ 'ノ ' ： : ' - . : : , ' ， に : ' .い.い' :ぶ. ..'.ニ. ' . ... . ..... 7 ..: ； .

.i ‘ •
'•. ... 1 ' • . ..... ■； . • : . . ‘ . ' 1 ； ...

1 ; v

； ( 1 ) 寡占m 樂におけ幺少数大企業の行働様式は, 相互の協調ニ独占i し、う側面と, 相互の対立=
； 競争という個滴との • 相対立する両面をふくんでいるという点で特徴づ、けられる。かかる特徴は，

；’ '寡占企業固有のものであり，この点の認識a そは，寡占におけるあらゆる問題穹解く鍵である。し

, . たがって，本稿の考察も，この基本的認識のもとに展賊されねばならない。 .

資本の集積 • 集中にもとづいて，高い市場集中度と,高い参入障壁とをあわせもつにいたった寡 

|: , ' 占市場では，少数大企業は，相互の協調によって，部門内競争 . 部門間M争《制限し，独占的価格 

；： ‘ ’ つり上げ ' 独占的生轉眼を行なう可能性と必然性とをもっている。少数_ 業は，相互の翻と 

；• > 高い参入障壁とによって, 部門内競争，部門外からの競争を制限し, 部門全体の生産量を,競争が 

I , 支配的な場合における生産量よりも制限し,価格を競争の支配的な場合におけるそれ以上につり上 

|へ け, 競争の支配的な場合にえられるであろう利潤をこえた超過利潤を取得する，そのかぎりで，寡

占下の企業行動とそめ結果は，単一大企業独占におけるそれと同一性をもっており，多数小企業の 

. : 競争と決定的にK 別される。 " 一

しかしながら, 他方にオ。'いて，寡由市場における少数大資本間の協調は,あくまでも個々の独立 

した大企業の間のf e調にすぎず，決してそれら相互の対立関係を止.揚するものではない。個々の寡 

； 由企業は，ー產業全体の利益を窮極的(3 標とするので紅なく，あくまでも個别企業の爾点がら自ら

丨. の資本利潤率の’良期極大化を追求するのであって,こめ個別的利益の追求において相互の協調が有t . . . . .  . .... ' • , . . : . - .  ... ,, ' “ .
I , 利 • かつ必敗であるかぎりにおいて，相互の共通した利益を協調的に追求するのである。 しかも，
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寡占市場における少数大企業は，それぞれ，市場シエア，生産 .販売諸条件いスト条件)， 資木カ 

.などにおいて相異なるのが普通ヤあるし，產業需喪の趨勢や需要の:弾力挫等％市場の諸条件につぃ 

て相異なる予想を行なうことが少なくない。ごのように諸条件を異にし，七たがイて発展能力も異 

にするうえ，市場の諸条件について異なる予測をしがちな• 相互に独立した諸企業が，各々出己の 

利潤率を長期極大化しようとしX 協調に参加するのであるがらこの協調関係は，当然，相互の対 

立の契機を豊富にふくむこととなる。そしてこの内在的な対盘め契機は;協調め継続下でもつねに 

潜在的に存続しつづ'け，一;定の条件下では，前面に躍りだし，_ _ 丨ことって:かわる。以上のようた 

面をもっかき、りに‘知いて, _ 占は単一企燊独、占と決定的t 区別きれる。 •

協調は対立をそれ自身のうちにふくみ, ある時には修讁ぼ全的対兔に転化する，と同時に対立 

の激化は協調の必要性を強め，神立面に代って協_の再锔が右なわ我る_— _；とめような協調と対立 

との相互依存，相互促進，相互転換のM 開こそは，寡占市場_ 有の_ 本的特質に他ならない。した 

がって，独占価格設窣をめぐ令分析におぃてと.同様,本稿における寡占傘業の投資行動の分析にお 

いても，かかる基本的特質の認識を分析の基軸ゆすえなけれげなら氛、丨 .

' . . . . . . 』 ’ ： ' . .....へ . . . . . • , .....へ .ヴ . /  .，

.⑵ 寡 占 企 :業9 行動様式にふくまれる_ 調と対立という問題は,大別するふ• 既存の生産設備の 

存在のもとでの婢占価格設定をめぐるf j 動 （皞調と対立) の問題と，既存の生產設備を変化させる 

設備投資をめぐる行動（碎，と対年) の問題とにわけられるが，両者は，相互に密接な関速をもつ 

.七ともに, それぞれ固有の特徴（したがって埽調と対立b あらわれ:方£0相遠）ももクている。

⑷寡占企業は，ある時点においては, 既存の生産設備の存在めもとで，資本利潤率の提期極大 

イ匕を実現するために，生産暈の制限•独占偭格設定をもとめて協調しようという行動をとるのであ 

.るが，.かかる独占的価格設定Q ため^ 協靜的生產刺限穹長期的〖こ効果的なものたらしめるためには 

その協調が务寡占企寒の生産能力の制限•調整にまで及夺ものでなければならない。そして，霖占 

企業か設備投鹫に;おい 'X：いかなる行動をとるかとぃうこ与が，その後^ :おける一矩の生産設備（設 

備埤資行動によって缉定されたものと.して存在する生產設備)の基礎上でめ独占価格設定をめぐる 

寡占間協調のあり方を規定するし，長期的に独占価格設定• 熱占利潤取得をと:の程度可能とするか 

■ということを規定するe ととな令のである。

ところが他方では, 設備投資をするにあ•たって，寡占企業は本稿でみるように,ある生産設婶の

-基礎上で価格設定をめぐる寡占間協調が行なわれるとぃうことを前提とし，それに対する媒響に対

して慎重なる配虛をもって投資行麻を行なj めであるから， こ!^意味では,設備投資をめぐる行

:動は/ 一定の生産設備の雜礎上で行なわれ令寡占間垮調によクて！!定されるという関係にあるめで

           . ./

注(10) :以上, 绾 1 頊⑴の内容につぃては，とぐに独占侧格戰定行動におけ•る協_ と対立ゐ問題として，拙稿 1 鎵由 

企樂間協調の迪本的問題点j (前出)において，■ややく来>しぐ論.じて,あ.るや:で参照されたぃン

"",u,.…- 83 (6 1 1 )——
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ある.ン . ' く.. , ..： ' . しへ' ' . . . . ■ . .:.. ：■. . - ： ;
それゆ£ , 投資行動をめぐる本稿め分析は , 既存設備の_ 礎上で行なわれる独占価格設定をめぐ - 

る行動蚤分析.レた f  禱の内容  を前提と している と 同時に， 独占価格設定呤かんする分析を補完する 

というものとして位置づげられる；

独占価格分析においては, まず既存の生産設備の菡礎上で，資本利潤率の長期極大化のセめに，

いがにレギ生産制限• 価格支配が行なわれうるかという.問題がとりあげられるが，このようないわ 

ば短期的な分析のみでは, 独占伽i格分析は決して十分なものとはなりえない。，上にのべたように， 

設備投資について寡占企業がいかなる行動をとるか.ということが，長期的に，独占的価格設定•独 

占利■の取得がどの程度可能となるかということを規定するのであるから，独占偭格分析を十分.な 

‘ものとするたんには，独占価格分於が，設備投資における寡占諸企業の行動—— 協調と対立~— に 

ついてび) 分析をふべむもの'•b■なみればな’らない'こ^ :ほ明らかで、あろう。■'ン

この意味セ，未稿' ^ 鉍占油丨樁芬析を補完し• 完成するという自如をももっそいる。

(b) Jt  c ろ七，寡占企業における設備投資そめものについての企業間協調も，各企業め既存の設 

備能力のうえで行なわれる独占価1格設定 ‘ 生產童制踉という* いわぼ短期的な協調も，ともに⑴で* 
みた霖占企業固有の基本的特質にもとづくものではあるが, 前者の，設備投資そのもめをめぐる企業 

出j協 誠 は ，後者のいわば短期的協調と]i ベると，それ特有の諸問題• 諸困難がふくま;H ている。

設備检食をあぐ名寡占諸企業の協調と対立が，寡占也業囪有め基本的#貧にもとづくものである 

という基本的認識に立脚したちぞで，設備投資をめぐる協調• 対立がそれ特有の諸琪情めもとでい- 
かに展開するかを考察する こ とが本稿の課題で表る。設婶投資をめぐる協調にはそれ特有のいかな 

る諸特徵 • 諸囷類がどのように存在し,それによo て協調がいかに行なわれ•また破壊されるのかレ 

その協調的荇_ と対立的•非協調的行動とは/ 市場や技術の変化等の諸条件のもとで，いかに刺擎 

促進され, いかに緩和 • 阻止されづつ，具体的に展關：f 名のか，それらの寡占:企業の投資行動には，, 
競肀め支配的なもとでの鐃# 的諸企業の投資行_ と, いかなる同ニ性と牵別性とが存在するめか， 

たとえば，寡占に内在する対立的諸契機が爆為し, 対立が前面に出て• 非協調的な投資行動が全面: 
化した場合/ これは競争段階における諸企_ の非協調的な投资行動と, いかなる類似点といかなる. 
差別点をもつのか, あるいは，協調的投資行動が, 競争■段階での諸企業め投资行動とは異なる寡占- 
特有の内容をもつとすれば，その特有の行動のもつ意義はいかに把え‘ れるべきか, ■ これらの， 

解叻が, ：本稿の課題となる。 へ
. . . . ■■ぐ . . ’ . . ' .  ' .

第 2 項篡占企業における余裕能力，

靡由企業め投資行動の考察に入るに先だち，鄺占企業が設備投資に^ いもて一:宠の余裕能力を觖

注( 1 1 ) 拙搞す独占• 錄占下の細格設宠と価格の迎動H j  (前出)ゝ「教由企樂問胳調の站本的間題点j  (前出) , r独占, 

伽格にかんずる” 考察j  济研究j 1 4 逸 4 母)  • ， .

寡占企業の投資行動 

有しようとすることに•き及しておかねばならなV、。

寡占企業が設備投資あたって，資本利潤率め長期極大化の実現のために一定の余裕能力をもつ 

ことを必要とみなすということ，したがってまた，市場の平均的な状齒のもとでは各寡‘占企業は余 

裕能力を保有していることとなるということは，競争段階ではみられなかっだとG ろの，黛占固右 

•の特箅でもる。そしてこの余裕能力の存在こそは, 第 3 項㈧でみるところの設備拡張にかんする數 

.占企業の消極的• 慎重な行動を支え•それを可能とする重要な基盤をなすものであるし，⑶でみる 

積極的な投資行動の考察においても，かかる余裕能力ついての寡占企業固有め態度を認識してお 

ぐことが，芣デ欠である。 *

. . . . .  . • '■_■■. • .  
⑴寡占的市場構造が，資 本 集 積 ‘集中と生産力発展との相互促進的発展を基礎として成立し， 

維持されているものである以上，その生産力の淦展本準からして，，そとで増設される囪定設備は， 

分割不可能な • かつ大規模の有利性を,ふくむ • 巨大な規模のもb とみなされる。

しかも，ョリ童要なぐとは, この設備1 セットあたりの生産能力は，当該部門全体の生産能力cp 
う, ちの哼い比重をしめ . したがってその1 セットの増輯による当該部門全体の生産能力の増加率は 

:かなり高いものとなるということである。本来，独占的市場構造の形成そのものが> 多くの場合， 

標準的生産諸条件の固定設備量が躍大化し，この標準的な固定設備1 セットによる生産•供給遗が 

当該部門の生産•供給量総計において高い比率をしめるにいたるということを基盤としているので 

.あるから，寡占的諸企業のF没備投資競争によって増加する_ 產能力は, 当然， 1 セットあたり, こ- 
め部  H  の全生産能力をかなり 高い比率で増加させる傾向にある々

それゆえ’ ここでは設備拡張が行をわれると，全体としての生産‘ 供給能力は一挙に急増,,いわ 

'■ば階段状の増加をみることとなる。 したがって, 全体としてめ需要がこれと対応して急増し，喈段 

的な増加をしめさないかぎり，設備拡張の実現する時点では，多かれ • 少ながれ，供給能力と 

とのギャップが生じる可能性が大である。 ：

もしかかるギャップの出現をあくまで回避しようとすれば,ョリ小刻みに铧給能力を増加各ザる 

，よ） な設備を遮ばなけれヴならないが, それは多くの場合, 技術水準の低下，ョリ遅れた低生歲性.

./主（1幻裳占における▲剩能力の存-在の問題を见视し，これを並本的•な前提とじて.被!樂度の变化と投資の間係から独 

占資本主義の垮滞を解丨j)jしようとしたものi して, j .  Steindle, Maturity and Stagnation in American Capita- 
li咖，1952 ( J .シュダインドル著，7ぎ崎. 笹原• 鮎沢共訳ァメリ力資本主義^)球熟と停滞」)があり, とれか 

ら多くの示唆を得た。 ドッブも評伽する:t うに，「生虛設備における操業率の齒因を問題の前而におしだした 

AAて'は，现代独■占資本主義の主導的な特徴をとらえるうえで』•ンゴタイソドルの力が,.從来のマルクス経済学 

.ハ..名の多く よ.り 「现炎的であマた_1 ..(河. Dobb, Some Economic Revaluations.、Marxbt'.QuarterlyV'Jaii.. 1957 ...モ 
— リ '入'  トソフ，、玉力.r X 「左干の經济上評伽 j  -—，長州編r 8i代資本.主義と. . ルタ.ス経.済学』:所収'V..と:育- 
え るか も しれない。ただし，シュタインド.ルが^ 余剰能力の孩在を，霖占の本質的特徴との丨划述で十分にとら 

免ているかどうかについては，問題が多ぐ残されており，それは, たとえば，余裕能力保打への志昀が粘極的 

- •な投資行動を刺戟するという侧商を見失っ ていることにもあちわれヤいると思わ“ る。

8 5  ( 6 1 3 )  — •
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寐:占企業の投資行f —

の設備の採用を意味するし，さらにまた以卞 f c みるように，一定の余袼能力は寡占企業にとっては 

むし名必襄 . が勹宥利であるから , 寡占企業はあえそ技術水準の舨い設備の採角によって， プル操 

業を追求するととを選ぶ可能性は祛とんどない。全体としでの生産能力と需要とめギ+グプがある 

程度めもので 'あれば , 操業率の低下によって対処し , 将来における_ 要め漸次的增加に対応して操 

業率を漸次引上げていく方向が選ばれる傾向が強い。（そのギヤvyプが余りに巨大であることが見とおさ
圓 . ■  . ■ . ■ ■ •

れれば, 後にみるように，かかる設備投資の実現は回避される。)
' . -. . • ン "■ ■ 、. :.-

⑵各寡占企業における余裕能力の存在 :は，価格面における協調にとっても必要であり，いわゆ 

る 「目標価格設定方式j において前提とされている。すなわち，すでに^ ! で論じたように，寡占； 

企業が独占的価格設定のベースとしての箪位あナどりコ火トを算出する場合/ 長如)的な薷要予測のも 

とに産業循環の影響を平均化した‘ 「正常操業度」を測定して，こ の 「正常操業度」における革位ゴ 

ストたる「標準 -ロストj がもとめられる。ここで余裕能力が前提となっセいることは明らかである. 
が，とうじて算出されナこ瘭準コストをべ一スにすることによって，需要の短期的変動によ息操業率 

の 変 化 商 品 1 単位あたり固定費の変化を価格に反映させずにおぐことが可能となるじ，含た，価 

格に反映さ娃ねばならない費用の変化が，各企業においてほぼ同様に変化十る直接費の各どなり, 
かぐしそ, 各企業は相互の協調を保ちながら齒易に価格を変化させて,独古利潤の安定的取得をは 

かることができる。

ここで，寡占的企業は，ある程度の需要の鸾化に対応しで容易に供給を変化きせうるこどを前提 

とし， したがって平均的な需要条件のもとで，かなりの渔度の余裕能力を残し/こ状_ を 「正飧操業 

度」とみふu ているとと，そしてこの「正常操業度」めもとで「標準 d ストj をもとめ, 独占利潤; 
の取得を行なってV、ること，に注目する必要が‘ ろう。

. パ . . v ... . . . .
■ • ; . -  . . . . . . .  '  , .

. .  . . . . . . .  .■ r
⑶さらにまた，寡占的諸企業は，新▲業の参入をできるかぎり阻止することによって,当該泳

n の市場を既存の諸企業だけセ独占し，参入によって惹起される混乱をさけつつ, 協調によ‘独占

刹潤を安定的に享受しつづけようどチるのであるが，この新企業の参入を遮断するうえで，既存諸

企業のもつ余裕能力は，他の参入障壁形成要因とならんで/ —定の役割を果すので左るI
もし，既存の激占企業が通常の需要状態に対し余裕能力を全くもたなかったとすれば，需要の一

矩の拡大は, ただちに価格上畀をひき起すと词時に，参入障壁の高さを減殺し，新企業の参入を刺

: . . .  ■ ■ ■  - '

注( 1 3 > 拙稿「独占• 猱占下の価格設矩と伽格の迎動(前出）参照。そこでは，琳ー企業独占における価格箅治 

方式の問題として論ぜられているが, それはもちろん驻本的には，恐;占におけるto格設宏方式〖こもんてはまる 

ものである。

( 1 4 ) 筆者は, 「市場構造と価格支配—— 独沾価格論垵説j  C 前出）において,参入障壁を猶成十る諸製因を考察し 

たが，それは，こめ焱裕能力の役割を明示的に位腐づけていないという不十分さをもっていた4 ,

'寡占企業の投資行動

激することになる。これに反し，既存9 寡占諸企寒が相当程度の需要姑大には既存設備の操業率の 

上昇で対応でき令だけの余裕能力を保有していれば, ある竭度の需要め拡大は偭格丨.抖もひきおこ 

さず; 参入を刺激することもないであろう6 かぐして，寡占的諸企業は，まず，需要狀大にともな 

う新企業の参入の可能性の増大をあらかじめ抑制するために，それぞれ-^定の余裕能力を保有しょ 

•うとするであろう。 ‘

⑷篇古企業かつねに余裕能力を保有しょうとするのは，この部P]外からの競争に備えるためば 

かりではなく， 部門内の既存企業間の、ンヱ ア争いに備えるためでもある。寡占的諸企業は，価格面 

で相互に協調を保っている場合でも，その中でつねに自己q 販売量 •市場 U を拡大しょうと す  

る強い志向をもっている。このため, 一般に，寡占企業はr 長期的な産業需要の+ 測のもとに，市 

場が若干でも拡大した場合に，この需要増大分のうちできるだけ大きな部分を自企業のシヱアとし 

て獲得.するために，即刻生産を拡大しうるような余裕能力をそなえているょう心がける。もし，あ 

る寡占企業が，余裕能力を一切持どうとせずに中位o 需要に対し完全操業を追求したとすれば，市 

場の拡大に際して, その企業は，附加的市場の争奪戦に参加すること.ができず，市場シ ェアは縮小 

し，徉来ょり不利な市場地位に甘んぜざるをえなくなり,長期的には利益の減少をきたすことにた 

ることが明らかである。

このJ : うな余裕能力保有への志向は，非価格競争の展開する余地の木きい部門ではョリ大であるa 
寡占間において，価格面で協調が成立V維持されているもとでは, 各企業は，.それぞれ非価格而 

で激じい競争を行ない， _ 己の生産 . 販売量を拡大するょう最大限の努力を払うギ，かかる非細格 

競争の展開する余地cp大きい性質の部門では，各企業は，金体としての市場の拡張がなくとも自 

己め販売量を拡大しうる可能性をもっており，そこでは自己の市場拡大の可能な機会に即刻生産拡 

大を実現しうるために，あらかじめ余裕能力奪もとうとする傾向が強められる。.
た.と名ば，，.製品のデザイン，広告宣伝に.ょ.っ，て各企業め販売シヱアが争われているとする.と， fff 

企業の製品にかんするかかる非価格競争で優位にたづた褥食，拡大する自己CD市場、ンx アにただち 

に対® しで生産を拡大するためには,あらかじめかなりの余裕設備能力をもっていることが必要で 

ある。あるいは, かかる競争では，ある他企業がデザイン等で決定的な失敗をし,販売量の急激な 

俾下をきたす時があるが, かかる場合に, その機会を逃さずに^ だちにこの他企業のrjy場に侵略し， 

自己の、ィ拡大を実現するため ^ : も，即亥u生産を拡大しうる余_ 設備能力が必要である。かかる 

# 要他は，非価格競雙の展開しうる余地が大であればあるだけ, ョリ重要な問題となる。

(5) 以上のょうな理由fこょり，寡占企業は饒備投資にあたり，贊本利潤傘め矣期極大化という月

法( 1 5 ) 史上もっとも劇的な展開として，1920尔代米ig由動卑產業におけるフォ一ドめ敗退一.フォードt 型の販売 . 
縮小*也座停止，一一と/ こめ機会もとら先てM社の首位べの躍進を想扨することができょう

j 87 {61S) —̂ —
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的追求のために，ザ定め余裕能力をもつととを必要な条件とみなすのであり，この意味では,系裕 

能力の保有は，意図されだものとぃう•ことができる。ここで，意図された余裕能力とぃうのは,長期 

的な需要予測一一畠該部門全体の需耍およびそのながでの自己の獲得しうる需要に対する予測一 

のもとで， 各寡占企举が資本利潤率の長期極大化のために‘必要最小限のものとみなすかぎりでの 

余裕f e 力である。

もちろん，資本利潤率の長期極大化のために必要最小限のものとみなす余裕能力は，以上のベた 

とごろからも明らかなように，長期的な需要予測‘そこセの自己の需要拡大の可能性依存するだ 

けに，かなりめ幅をもった• 厳密性を欠いた犬ぃさである。さらにまた，これば私くまでも設備投 

资にあたって寡占企業が資本利個傘の長期極大化のために必要と予測したものにほ:がならなぃめで 

あぅて，客観的に，それが現実の市場の長期的状態のもとで，資本利潤率極大化の実現のために必 

要最小限の余‘裕能力であったかどうかとぃうことは，事後的にのみ判明するわけである。

現奭には，後に十るように，設備投資の積極的行動が展開される過程セ,長期的に資本利潤率を 

極大化するに必要とみなされた，かかる条裕能力‘ 超えて，過剰な設備能力がうみだされることが 

少なくなぃのであって，これはまさに意図せざる過剰能力の出現とV、うべきものである。

現実に設備投資が行なわれた後にはi 意図された余裕能力と,それをどえた過剩能力とは混然一 

体として，ともに非稼動能力として存在することとなる。 しかも，意図され☆余裕能力は，以上め 

ように，設備投資にんたっての予測におI 、て,ある程度の幅をもぅで必要最小丨鼓とみなされたもの 

であ名から，現寒に設備投資が行なわれ後におぃては，非稼動能力のうち/意図された余裕能ガと 

それをこえる過剰能力との区別は* 暧昧なものとなってしまぃ，現実の諸条件o もとで資本利潤率 

め極大化の実現のために必要最小限の余裕能力とそれをこえ名過剰能力とぃうととだけが認識さわ: 
ることとなる。 . ，

そして，現実の諸条件のもとで• 必要以上の過剰能力が出現したとしても，一定の枠内では , _  
占企業はそれを保有しつつ独占利潤を取得するととが可能であり, それが過剰であるゆえんば，当 

該部閃の現実の長期的諸条件のもとで資本利潤率の（可能な）極大化を突瑰するうえでの過剰な生 

産能力であるとぃう意味である。それゆえにこそ，寡占企業は過剰能力の保有拉長期的にも耐え石 

ことが可能なめである？

翦占企業が資本利_ 率の長期極头化のために一定の余裕能力をもづことを意図するとぃうことは， 

すでにのベたところから明らかなように，’寘占市場では与えられた生産設偷めもとで協調的行财が 

とられるとぃうことを前提とするものであり，かかる協調的行動が不1寸能で毛る競争段階のもとで 

はみられなかったとG ろの♦寒占企業固有の特徴である。 .
またこの意図された余裕能力はもちろんのこと，意周されたもの以上にうみだざれた過剰能力も’ 

ともに，非稼謝拒力として存在するということも寡由固有の現象である，

靡A 企業め投資行動

競争段階の競争市場においては，恐慌期をのぞけば，市場の縮小•あるいは設備過剰により利潤 

率がきわめて低い水準にまで下落したとしてもレ 個別资本は> 流動資本の還流不能により稼動率低 

下を余戗なくされるか，，あるいは生産しても投下流動資本価値の回収すら不可能と予測される市態 

、 におちいらないかぎり，丨:丨らすすんで既存設備の稼動率をリ丨下げることはしない。そこで:は，利潤

率がきわめて低ぐなっても，セ*.ロ • あるいはマイナスとなっても，流動資本価碴の回収をこえて.
: 固定資本価値の部分的回収ができるかぎり，生産規模o 縮小= 稼動率の引下げを行なおうとはしな 

い。部門全体として稼動率を引下げ• 生産量を制限すれば，利潤率上丼となることが明らかである 

とレても，縮小した市場をめぐって多数の諸資本が激しく競争し，協調不可能な条件T では，そ の '

奭現はみられない。そこでは，生産諸条袢の最劣等で. 損失に耐える力の调い劣弱企業の生産停r 
止 • 破滅という）杉を通じてのみ. 過剰能；̂の 也 迤 が 行 な わ れ 。 •
これに反し，寡占企業では，全体としての需要の状態と全体の現存設備能力のもとで，相互の協.

調によって最高の利潤率を可能にするような操業度水準を選び,一部を非稼動能力として存在せし 

めることが，能なのマ务あ ； . v …
以上の i うに，_ 占的M 企業が設備投資にあたって，資本利潤率の長期樺木化のために，一 矩 の ， 

佘辩皞力をもつ£ とを必要とみなし, ，かかる余裕能力をみこんで設備探寧を行なうこと， したがっ

$ また，市笋や平均的状態やもとでは（現実に,必贺最小限以上の過剰能力がうみだされることを一応と
, * . . . . . . . . .  1 ..

わないとL X も.)，. 一定の余裕能力か存在すること.となる.ということ:一~t~'こ0  i；とは，寒占企業に固 

窄な特轉であ.り，かかる拿裕能力の存在:こそ:は, . 市場の拡大のもとでも（それが各霖占企業のもとでの 

傘裕能力弩こえた本幅なもp でないかぎり >，辱存生庫能力めョ.リ高度な発揮〒操寒度の上畀によってこ 

.れに対応し,設備投資に対し慎重な . 消極的態度をとらしめる蕋盤をなすものである。

.* ' 1;' ; . , ■ _ :

第 3 項寡占企業の投資行動の基本的特徵
. . : ■ . - ' ' • : : . … . . - . . . '  . . .■  ' . ..；： • ノ

‘第 1 項でのベたとごろの，寡占企業の行動一般に内在する協調と対立という両侧而ほ，投資にお 

ル、では, 消極的 . 慎重な行動と, 積極的、突進的行動ゼの: ±侧面として辑われる。 •
ン ベ ' レ ，:-ハ ., ； ，マ ノ ：. ，.：- . . . . - ： . . . .

(ギ :投資行動に丨ナる消極性 .

裏点市場における少数大企業は，その投資行動に和いて多数企舉p 競争する競争市場の企業に比，

•ベてはるかに慎重であり. • 消極的であろうとする強い志向をもっている& ’
f • . . ' ■ . . . . . . . . . . .

⑴寡占企業が設備拡張にさいして慎重な • 消極的行動をとる理由0 第十は,.独占利潤の長期安 

•定的她保财こめには, : 長期的に生産9 制限 • 調整を行なわなければならな,いということに起因する。 

す ^ m 指摘したようね，独占伽格設定•独占利潤取得のためには各寡占企業は参入を阻ルしっつ . 
相范に棒調して，当該部ド_1全体の生库 • 販売総量を調節し，競争 ; ^ もし支配したならば生座.され •
注<16) :くぉu くは，井和t毪代子，「投資行動fcが/ ^寸•名4 ル々ス理論( I ) j  ( 3 f l丨学会雑誌62巻5 y  ) 参照i
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I 販売された量以下へ，そQ 生産 • 販売総量を縮小しなければならない。そして，こ9 熱占利潤を長: 
] ' 期安矩的に取得するためには，生産 • 販売量の調整.制限もまた長期にわたって効果的に行なわな 

! ければならない。その^ !あには部門全体め生産能力自体の調整， したがって設備投資それ自体の調: 
I 整 . 制限が行なわれがけれぼナよらないわけである。こめ場合，明らかに寡占企業が単独に自企業の 

! 設備投資を抑制するのみセは有効ではない。それだけでは，他企業によっそシヱブを奪われる"J能 

； 作が垧大することになるから, 寡占諸么秦が相互になんらかの形態の協調によっ文，相互に規制し 

> つつ • 歩調をあわせて設備投資の調_  • 制 !5良を行れうことが必耍セ、ある。以上のように各寡占企業 

! の消極t o  • 慎 iT(な投資行動, 投資の抑制的傾向ゆ，こやような独占利潤の長期安声的取彳等;•資本利丨 

: 潤率の長期極大化の実現を目的として名■寡占企業が協調により長期的に有瑚なる生産制限を行なお
>i v-\ \ ; 、
:! • うとすることに根ざしている。ベ

) ⑵练占的諸企業が設備投資行動において, とくに慎重となり，.消極的となる第二の理由は，大 

：；' S かっ慢性的な過- 能力の出瑰とそK による利潤率の大幅がっ長期的な低落に対する恐怖である。

1; 裳占的大企業が相互に非調的に設備投資競争を行なったとすれば，それがもたらす当該部門の.
生/来能力の塯大比率はき;^めセ大セあり，大童め-一一必要最小限の余裕能力を大幅に超支る一過：

|| . 剰能力の出现する可能性が大きい。

|； 菽占的大企業は各企業とも，従来の高率 • 大量の独占利潤の取得を基礎として，夫量め設備投資

j；' を遂行するだけめ金本力を碥え，かっギの信用力あるいは金融資本的結合によって社会的資本を動 

ミ 貝し，大最投資を行ないうる塞盤をもっている。 . '
h さらにまた，第 2 項(1)でのべたように，独占的市場構造のもとでは, 固定設備は一般に分割不能 1
I ' の . 臣大なものとなるうえ，，その 1 ヒッ ! 'の増設ほ当該部H 全体の生産•供給能力を高い比率で一 

丨丨 举に增加させる傾向にある。パ ' . ぐ. ' ' ' , . . '  ：. ：：-
それゆえ, 芻书的諸企業が相互に非協調的な設煳投資競争を行なっスいった場合，それが当該部 

、 門の生産能力を一挙にきわめて大幅に瑙大させる結果となるであろうことはあまりに明らかであり，-
それが多くの場合一市場がそれと同じテンポで急激なる拡大をしないがぎり一大量6 過剩能力 

} をうみだすであろうことも容易に推察されるのである。

( 3 ) 問題はかかる大量の過剰能力の出現に対する恐怖だけにあるのではない。寡占的諸施業をし 

て設備投資に消極的な態度をとらしめる根底には, この大-量的な過剰能力が出現した場合,長期に 

わたってその负担のffi圧を,各企業がともに受けつづけなければならないという事情が強く作用し 

ている。 ’ ' - .
競争的市場にあっては,多数の諸企業の設備投資競争にょって大跫の過剩坐産能力が出現した場

- — • 90 (6:18)—一

■ •

苏占企業の投資行動 '

合 （当該部内のみで©間題と彼定する)，価格低落，販売困難が生じ，そのもぷで坐產条件のもっとも 

劣悪な弱小企業より順次，損失増大匕よる生産停止• さらには破滅• 敗退を余儀がくされ，かかる 

劣弱資本の破滅を通じで過刺能力が除去去;a ていぐ， した糸o t ：生歲諸条件が乎均以上の優皮諸企 

業にとづては，当該部pg全体の過剰能力は一時的に肖已め利潤傘下落をもたらすもので名とはい 

炎，冬れは劣弱た:他企業の破滅ということによづて相対的迄短期間で解決され弋いべもめである。 

それゆえ，モこでは，坐產諸条件の平均以上の諸企業ば,低伽格による低利潤率を利潤贵の塯大に 

よってカバーしようと，かかる状憩のもとj；こ4 かがわらず，自a の生產能力を最大限に発渖して， ” 

市場価格よりぎらk 者干低ぃ伽格セ自b の生産k 全:体を® 壳u よう、と’争名6 k が少t くなぃし，さ ... 
ら に 「小資本家たちを駆逐す，る た め に 自 分 の 利 潤 率 を 故 意 に 引 下 と い う こ と も 行 な わ れ る の ； 

マある。 .へ -....-'、.-.’ く ：へ-..』 丨.六ゾヤ' . : .
どれに反し, 寡占W 市場揖遒のもとでほ，事態はきそ異なる様相をしめす。もちろん，一 般 丨  

k 寡占的諸企業の間にも一定の生産力水準の差• 個別的生途满格め格差• コスト格差が荏在し俯 

格低下の及ぼす影響の程度は相異なるが， しかしそこでは，最劣等の寡由企業^ :いえども，高 度 な I 
資本め集積 • 集中4 通じて競争に生き残O てきた強i力な大寶本モあり, 挺 独 占 利 潤 の 取 得 を 范 ； 

_ に強：̂な抵抗力をもっているはずで€ る。 . 'パ : 1 :jl
それゆえ, もし寡占的諸企業が最劣等め寡占企業め打倒• 杏通じそA 乗lj餡 力 の 除 去 を 遂 行 し . i

i  5 とずるならば，それば相当長期にわたる操刻を闘#  . 長期にわた名泥沼的汔碰格切下げ競中を .. 
覚悟しなければならないのであって，そこでは最優秀の設備をもっ最有力企業をもふぐめてすベ て ， - 'li 
の企業〖i . この長期的な過剩能力の負担をにない，長期^ ！わだる大幅め_ 格卞諸を廿受しなければ 

ならない:b けセもる。 1
また，もし真占的諸企業が，大幅の生産過剰能力の出窺r t ががわもず，かカ丨る泥沼的な価格切 

下げ競争の勃発を回避 i i て, 補格決定にっいでめを維持し i うもす名がら枝，そ れ は 当 然 の こ ： 

となが匕各企業の設偷 d 操業率を従来水準より大幅に引下分^ ) £ とを必耍とするであろう。と れ ： 

は寡占的諸企業すベて利潤率め裒期的がつ大幅ん挺落を余儀なく .さ吐名。 ;
それゆえ, 偭格切下げM 争を開始しようと • それが回魅しようど，い ず れ に じ そ も 過 剩 生 産 能 力 j  

は解消されることなく • 慢性化し，その負担は，程度の差ばあれ，ザべて6 寡 冶 的 藷 業 が と も に 僉 ；| 

わねばならないわけである。とれが寡占企業の截本目龠である資本利潤率み挺期;l i 大 化 に 反 ず る も s ' 

のであることはあまりにも明瞭である。 ：；■ i

以上のような結果をもたらすことが容易に推測される以上，芻占企業は势然，か か る 結 果 を ま ね .
く非協調的な設備投绫競争をできうるかぎり回避しようと志向をもっととになる。. j

. . . . .  . ■  . . . _ J
— 一 .  ____    I
注（I7) K. Marx, Das Kapital，herausgogob. v. M. E. U  Institute, 1932, Bd. ffl/S. 253, 提谷部訳 r資本論j  齊木書 J

. 店 版 第 m 部恕9 頁バ 「、ふ I
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寡占企業の投資行動

そして，非協調的な設備投資競争は，一般に，ある寡占企業の攻勢的な設備投資によってそのロ 

火が切られ，シヱアを確保しようとする他^;業によって設備投資が相つぐごととなるのであるから， 

各戴占企業は，他企業の設備投資を刺叙し,全面的な設備投資競争を惹起することになるような率 

先的設備投資の行動には，どくに慎重• がつ消極的にならぎるをえないのでもる。また，このよう 

に設備投資に対し各企業が慎重なる配惫を払わねばならない事情こそは，投資調整のための事実上 

の企業問協調をうむ基礎をなすものにほかならなV、。
— ニシュタインドルが，寡占fcおける投資停滞の最大の原因として強調したのは.以上でみたと‘ . (注18)

ころの窩占に固有な過剰能力除去の困難性とそこからぐる過剰能力出現への恐怖の問題であった。
. .

.で々， . : : < . . パ . , ... パ：' … .
( 4 ) さらにまた，⑶でのべた部門全体の過剰能力の報いを各企業がともに負担しなければならな 

いということではなく，. 肖らがうみだした過剰能力の負担をとくに自企業g けが負わねばならなく 

*なることに対する恐怖も存在する<0であり，これもまた寡古企業をして慎重.かつ消極的な捭資行 

動をとらしめる一 要̂因を^ t v
たとえば，ある企業が需要拡大9 予測の誤りfこよって現実の需要拡大をはるかに上廻る設備拡張 

を実行し，他方他の諸企業は設備投資を行なわなかったという場合には,設備投資を単独強行した 

企業は，生産能力を拡大したからh いってただちに市場シヱアを増大するこ:とはできない。:全体と 

しての過剰能力出現のもとで，，ライバルの他の諸企業は従来のシヱアを確保するべく.最大の努力を 

払ぅ。 .
もし，, 設備拡張を強行した伞業ギ価格切下げ競争を覚悟したとしても，寡占讀企業は一般に相当 

の余裕能力をもっているため, これを基礎として応戦ずるであろうから，生産過剰はヨリ深化し，

各企業すべてに仙i格低落にJ;る犠牲が全くされることとなる 。:.
あるいは，これを回避して価格_ で協調を維持しようとするならば/启己の新投資丨こよってう 

みだされた過剰能力のほとんどを_ 企寒だけで，食担しなければならない破目におちいる。操業率は 

他企業に比べて大幅に低下し,到潤率の太顿低下が余儀なくされる6
さらに，固定設備は，「道徳的麿損j の危険性をふくむので, かかる設備投資の不利益性は， こ 

の而からもヨリ倍加される可能性をもつ。

以上のよう.な事® の生じる危険性に料する,恐怖によっても，每寡占企業は設備投資の率先的実施 

については，とくに慎:if( とならざるを得ないわけである。 , •

以上のようにy 芻占的諸禽業ゆ，：設f 丨拡張に消極的，慎重であろうとする「人;！的志向を強ぐもって 

いるのであるが，この志內を現実化する4 盤が，第 2 項でのベたところの寡占固有の余裕能力の存

注(18) J. Steindle, op. citM chap.1 0 -前掲訳第 10窜参照。,
~ ~  92 (620)

' 绒由企業の投資行動 .
在にょることはすで'に再三指摘したとおりである。そして現荧に, ，媒占企業が必耍最小限の余裕能; 
力u 上の過剰能力をもってぃ名とずれば，それが以上でみたょうな志向をょり倍加させるよう作用 

することもぃうまでもなぃ。

設備投資につぃては，第 3 節でみるょうに，協調にょる調整が行なわれることはきわめて困難で 

ぁるか，以上でみたように各寡占企業が設備投資につぃ'^慎道な消極的態度をもつことが全体とし 

ての過剩能力をうみだすうえめ抑止力として作用するもめ- おり， £ こぐこ_ 実上の協調的調髂とも，

ぃ£ る作用が存在するとぃうぐとに注目しなければならなぃ。

； 「へ .：.  ̂ *
. .. '■ ■ ■ • 1 ...... ‘

( B ) 投資行動にお(子る積極性

以上のょy な消極的 • 慎童な投資行動を志向することは，激占企業固有の特質であり，的出競争. 
段階におけ幺滷别▲樂の投資行動と嵩.占i 業のそれ.とを決矩的にぼ別す:る’もめに他ならな. t、。しが。. 
しなが-ら，寡占企業が_ B の刹潤め最大限取得をもとあ名ととろめ独立した资本である以上，紹極 

的な投奪行動への志向を内包しており,それは市場の大幅拡大や新生產方法禕义とぃう条件のもと 

で，寡占固有の形をとって現実化してぃくこととなる。 -
, t ■- ; ■ . . . ■ : . . . . . . . .パ、，

⑴積極的な投資行動への志向は，なによりもまず，黨占企業ゲ固□の利潤を最大眼にi符大しょ：

うとぃ.う資本の本锉をもったところめ，個ノズの独立した資本で、あるというこんk;起囚する。

寡占的諸企業が相互に協調して，設備投資穸効果的に抑制し, 長期的k 生産制限を遂行するとす- 
れば， たしかに長期安定的に独占的な高し:、利潤率とそれにょる独占的超遍利_ 紙の確保が可能とな 

る。しかしながら，資本蓄積を抑制するがぎり独占的高利潤率であっでも，利_ のョリー層の増大 

は抑制される。それゆえ，寡占的諸企業は, 一方セは生産能力•生産贵の拡犬を協調にょって抑制： 

することに利益を見出しつつも，他面では，利潤の資本への博転化;=資本蒂積= 設備投資と/ それ 

にょる利潤童披大をもとめる強ぃ志向をもたざ:るをえなレ、のである6 
かかる志向は，資本の本性であり，競争段階における資本と共通するものであるが，霖占的諸企 , 

業にあづては，それは特有め形をとって，ある条件のもとでとくに強力なものとなって，現われる，.
まず，寡占的諸企業にあづては, 投資めはけ丨コが強ぐもとめられてぃることに注丨」しなければな 

らなぃ。強力な資本の集積• 集中の基礎上で，独占的価格設矩を通じ疋独凼的超過利潤を大最に蓄 

積しうる寡占的大企業におぃては，その菩猜銮金をv、かに有利に投資するかとぃうことが前翅課題 

左なる。（A)でのべた志向にょり，投資の抑制が効果的であればある程，一方セは独占的高利潤の安 

定 的 獲 得 り ，他方ではその資本への転化め抑制により，投資され•るがくして*投資されえなぃ 

蓄積遨金の猶立文が増大してぃく。ご私c そほン寡占的諸企業をして，あ\)とあらゆる投资機会を

探求し，できうれば投资を突現しようとぃう稭極的態度を強がd ( 、くょう他す内的圧力の根源であ.
； . . . . .

— 93(621) —  ' •
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.る«...'、 ，..ノバ .' ■ ■ ■. -
もちろん，との内的圧力が強まづたとしても，それがただちに当該部門内部の投資行動の積極化 

として現われるわけでは決してない。媒占的企業は，まず，可能なかぎり，他の既存:諸部門の中に， 

あるいは新部P1]の開拓に，さらにまた植民地をはじめとした海外市場に，その.はけロをもとめ’当 

該部丨1 の独占的協調を破らないよう極力努力するであろう^ しかし，このような外部に，有利な投 

資機会をつねに兒出すことは，' 何等保証されてはいない。 •
さらに，次の⑵で述べるような各媒占企業め市場シヱア維持• 拡大への袈求もあって，やはり当 

骸部H を投资の対象とせざるをえない。そして，それは新生産方法導入と結びついた樹極的行動を 

別とすれば，当該部門の市場の拡大傾向. あるいは品質競争による自己P 市場P 塔大辑向のも名で， 

以下にみるよう孕諸寒機によって現実体する。そして* ひとた:巧この現実化9 槔会护与支卜れると， 

それまで投資の機会を求め.つ？も • 興実化V えなかった蓄稹基金が本量_ こ存砗すをだけに— ":そ 

.れまで:投資の実現が抑制されてきた程度ギ大であれば’あるゆどマー強大な力をもっ(こ填極的な投資

珩動が展聞する可熊性が強いのである。 . : ： ；. , ：-

- . . . .  .• 
パ . . ， . ， . ’. . . . ' : ....,

⑵真占企梁の行動の基本的自檩であ名資本利潤率の長期極大化の追求は，市場における自企業 

ンめ地位の強化. 安定を :もとめる行動一市場拡大め機会をすばやぐ把えて市場X エアを拡大しよう 

•という行動，他方, 他の寡占企業が積極的投資行動に出た場合，瑪存の生產能力ネ土アを維持しよ 

うとする行動卷ナみだしていぐ。 ” ' , : •
市場シヱアの拡大• 維持，市場、ンヱア© 維持めための生産能力シヱアの維持，という.ことがそれ 

泊体として企業の直接的な行動目的となるのは，寡占に翻有な特徴であって，競争段階の多数小資 

:本のもとでの競争にばみられながぅたことである。

雜占的諸企業は, 種々め拾態セめ協調によって独由価格の論定を行なうのでおるが，•その場合に， 

価格あるいは供給量（あるいは操業率) の水準をめぐる企業間の交渉 (現実的および筆実上め交渉)に 

おいて，自企業の主張を相手r 受けいK させる力は, 結局のところ，もじ非協調的な価格戦争が全 

お化したならばそめ時ものを言うだろうところの闘争力（= 破壊力• 耐久力）で、あり，この闘争力が 

.強い企業ほど，自企業に有利な価格♦供給量を設定できるのである。；そしてこの闕争刀は主に，そ 

の企業の生鹿諸条# の相対的な優秀さ，および相対的な生産能力の大いさ= 生産能力シヱアに依存 

、する。 . . ’ . へ へ…、 .
それゆえ，. 郄占諸企業は，つねにできうるが:ぎり市場ツ主ア拡大の機会を把えて，設備拡張を行 

•なV、• 生産能力、ンエアを拡大しようとV、う積極的志向をもってv 、るし,，またる他の寒占企業が肆 

婶拡張を契行した場合には，自らがつづいて設備拡張を行なうならば全体とじて過剩能力をうみだ 

•す位険性が強いところでも, 設備拡張を敢行し, 従来の也座能力シx アを維持しようという志佝を

轉 挪 卢 W 卿 : ?ル_風國1 ^ ! « 5 !.5 5 ^ • 輝 辉 赚 械
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もってぃる。そして，一定の生産設備のもとで寡占間協調が行なわれるところでは， この生產能力 

シェアの維持が，市場シェアの維持をもたらすこととなるのである。

なお，かかる積極的志向が現実化しうる基礎は，ぃうまでもなく，⑴でみたように數占企業が猜 

極的行動を行なづてぃく力をもってぃることにある。 ，

• ....
■； .ベ'-.パ I . ぐ ご .、 ハ .'—--.-'-.' パ ： へ .:.パ：.':J マ ； ;.へ ''...A，' ..L ごノ ソパ

⑶寡占企業の積極的な投資行動への志向ゆ , 市場の大幅拡大，新生産方法導入をめぐって，促 l 
進され • 現実化し方V; く。 ：' • . . ' . ヘン卜：.’. . . . パ  ' . . '.く：' .....
■設備投資K かんする寡占企業間6? 協調には, ; 择 f cみるようを :価格_ ヤ操業率等，既 存 の 設 備 を . 
前提とした協調におけるよりも . ヨリ大きな種々の_ 難性が存在する9 であるが, これらは，金 体 ; 
としての市場の拡大9 もとで鋭く表面化し, 寡占諸企業fD填極的な投資行動を促進レ • 现 実 化 せ し ’1 
めてぃく契機となる。市場拡大にかんする寡占輯企業間p 判蹲?^)相異 (協調の菡礎の動揺. 破壊）の も そ  

とで.へ3 リ強気の判断を行なった企業，あるぃは投資協調の基準を不満とする企業によって，協 調 ' 
の破壊を覚悟しての積極的な投資行動が実現されてぃき，こ れ を め ぐ ク て 投 資 競 争 戦 の 展 開 す る 可 j  
能性がある。 , ；

….'.:.ノ : - ..ぐ. .ベ.：..：■へ. . ..'“t
あるぃはまた，■寡占市場特有の非価格競争のもとで，非価格競 , 上の優位'を .しめ，. • 自 己 の 市 場 を ■ 丨  

拡大しつつある企寒によって, 積極的な投資行動が実現してぃくこともある。これは，仝 体 と し て • J  
め市場が緩慢な拡大しかしめさなぃ場合• あるぃゆ^ ；んど拡大しなぃ場合であっても，生じうる： ] 
ものである。（もっとも，ここでは，非細格競争上優位をし^)ていった企寒によぅて稹極的投資行励が行 な わ ‘ . ^ 
れたとしても, それにつづぐ他企業の投資行動は，同様に優位性をしめることができた一部の寡占企業がある. 1  
キぎりで，実現するのであヮて，部門舍体にわたって連鎖的な投資競争戦をひき释してぃく可能性はほとんど 

ない。）.—. ：- ; * ,イ

さらに, , 摔術の導A は,寡占的企業の積極的投資行動を現突化せしめてぃくヨリIE耍 な 契 機 で  ̂
ある。とくにすぐれた新生產方法の導入を武器として，ある伞寒が, 现在の市場構造を被極的に:pj i
編し j；うとしてぃく場合にはかかる積極的な投資行取;と，それに対して防衛する諸企業によって， ■；： 

積極的な投資行動が部門全体にわたって展開し，伽格面でも一切協調せず，ぃ わ ゆ る 關 爭 练 占 の 状 ’ ^
態に入る可能性がある。 , ' .‘J

どくに，かかる投資競# 戦は，新生產方法導入が市場の拡大と結びつぃたととろにおぃて，ヨ リ ； 

激しく • ヨリネ規模に展開してぃくこととなる。 したがって，ここでは，か か る 投 資 競 平 の 展 開 に j  
よって，市場をかえりみなぃ投資の飛躍的拡大が出現する可能性が強ぃ。
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猱占企業の投资行動

第 2 節市場規模一定のもとでの靡由企業の投資行動

前節で述べた媒占企業の投资行動における湛本的特徴，消極性と積極性との両伽丨而が，釉々の条 

件のもとでいかにあらわれるかを考察するのが本節および第3 節の課題である。

本節では，ある弥占的産業め市場規模が一定の場合を想宠し，かかる条件下で霖占企樂がいかに 

•投資行動を進め • あるいは抑制するのかを考察する。ここでの考察は，現実に市場規模が一定であ 

急場合だけでなく，その変動が小規模あるいは一時的であって，余裕能力をもつ各鄴占企業が操業 

率の変化で十二分に対応できるような場合にもあてはまるはずである。

以下，A : 新生產方法の存在しない場合， B : 品差別競争の屁開する余地の大きい場合， C :  
開発された* 利用可能な新生産方法の存在する場合，の宍つにわけて，順次，考察をすすめる。

A 新生産方法の存祚しない場合。

金体としての市場がほとんど.拡大せず，しかも技術水準一定であるとすると，ここでは各實•占企 

業の積極的な投資行動は全く刺戟されない。

寓占諸企業は投資拡大を行なうべき「蓄積®:金」を所有し，それをもって投資を行ないたい欲求 

を強くもっていたとしても，! 自らの行なう•設備拡張のもたらす効果を十分熟知している。すなわち， 

もしそれが行なわれるならば，それは第1 節(八)でみたごとく，当該部n の総供給能力の卨率でめ増 

大を通じ . 高率の過剰生産能力をうみだす。したがって，そこでは協調的価格を維持するためには， 

全休的な操業.率の■火幅低下が必要となり，既茌設備资木の利澗减少分を搾除して考えられだ新投資 

分の利潤率= 予想丨'限界利潤率」は非常に低V、ものとなる。 しかも，そこでは多くの場合，叙占諸 

企業がともに大幅な操業率の低下を甘受することによって協調的価格を維持するような協力的関係 

が保たれる可能性は小去いので，自から俩格而での協調を破棄して，山己の販売を拡大することを 

選ばねばならなくなるとすれば，そこでは予想「限界利潤率」はマイナスにすらなることが少な’く 

ないであろう。.各媒占企業が，かかる予想のもとに設備姑張を抑制すれば，そこには，各企業か相 

互の投資拡大を刺戟しあう関係も存在しない。

さらにまた，市場規模不変• 新生座方法なしという条件のもとでは，新企業の参入の坐じる危険 

性も存在しないので，この而からも投資競争が刺戟されることはない。

B 製晶差別競争の展開する余地の大きい場合^

注（1 9 ) この限界利■率という概念は，スウイージに负っている。P_M Swcezy, The Theoi-y of Capitalist Devo- 
lopment, 1942, pp, 275〜6 . 邡留訳8■资木主雜発城の刖論J 338〜9；H参照。

— 9 6 ( 6 2 4 ) —— -

， 霖占企業の投資行動

. 寡占市場では，故-占企業特有の行動として，価格商での協調を維持し勹つ‘ 諸企業は，が,質，デ 

ザイン，広告 ’ 寂伝効果，等により，非価格競争を展開し, 与えられた全体の丨け場のもとで,可能 

なかぎり出己の市場シヱアを拡大しようと相争っているので, : ここでは，たとえ企体としての市場 

がほとんど拡大しない場合にも，設備拡張を刺戟•促進する要因がふくまれている。

非価格競争上で俊位をしめ，向己の販売市場を拡大しつつある企業は> すでにのベたような余裕 

能力の利川によっ て早急に生産:拡大を実現していくが，余裕能力をこえて自己の市場拡大の見通し 

かあれば，すすんで設備拡張を敢行していくぃしたがってここでは，全体としての市場が緩慢か紙'  
大しかしめさない場合• あるいはほとんど拡大しない場合であっても，かかる販売面での優位性を 

もつ企業によって積極的な投資行動が展開されていぐ。しかも，ここでは,かかる糖極的な投資衍 

動が行なわれても，価格面での協調が破られる危険件:は相対的に少ないの.で,積極的な投資行動は 

制約されないし，また，非価格競争の展開する余地の大きいところでは，余裕能力をもつ必要性が 

大きいので，この面からも，丨’丨己の市場拡大の見通しに支えられて設備投資を稭極的に行なうこと 

が促進されることとなる。 ’ • ；；'.
もっとも，非価格競争上優位をしめていゥた企業が, 余裕能力利用によって坐産‘販売を拡大し 

ていくと，他の諸企業は，最大限の努力をはらい，あらゆる方法を用いて販売促進を行なうめで，. 

全体としての市場の拡大のないところで，設備拡張にふみきる位の市場、ンヱア拡大のつづくことの 

可能性は，相対的に少ない。

さらにまた，たとえある企業が市場シュアを急速に拡大し，積極的投資拡大行動を実現したとし 

ても，ここでは，他企業としては同様に非価格競争上の優位性を獲得し，急速に市場シェアを拡大 

L ていかない以上，相対抗して設備掀張を行なうことは決して有矛！!なものではない。 したがってこ 

こでは，ある企業が設備投資を実現したとしても，それにづづいて他の一部の蒽占企業が設備拡張- 
を行なう 可能性劻体がきわめて少ない し, まして部n 全体にわたって，連鎖的な投資競争戦が惹起 

されていくことはほとんどありえないといえよう。

c ，用可能な新生座方法の存在する場合。 ，

嫉占的火企業は，前稿でのベたように，向から庞大な資本力と機構とをもって，新技術を発明 • 

開発していく能力をもつとともに，外部で発明された新技術を買収•開発する力をもっているのセ， 

新技術導入への豊當な可能性をもっている。 .

しかしながら，その新技術を現出に導入するうえで，芻占市場固有の制約のもとにおかれ，その 

遵入は芻占市場固相の特徴をもって屁開することとなる。 ,

注( 2 0 ) 拙稿「兢爭段階•独由段階における生座力の発展- 
第2 章第1節《

技術逸少を小心として- ’(f•終济学年報j  .12所収）

0 7 (625)
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. . - ' • 寡占企業の投資行動‘
ここでは，寡占市瘍固有の制約• 特質を純粋に把えるために，まず，新技術が中枢的な労働手段 

体系にわたるものであり，したがって, 新技術の導入が，設備投資—— 更新投資であれ，新投資で 

あれ ~̂一によっでのみ実現されうるものとして考察する。

すでに前稿でくわしく考察したよ丨に，新生產方法の率先的導入における諸誘因，誘因を削減す 

る諸要因，導入に対する競争の作用は, 独占的市場構造ニ寡占のもとでは，競争的市場と異なる特 

質をもつことになる。率先的導入の誘因自体は寡占企業_ 有の誘因も加わって存在するのではある 

が，.そこでは新生産方法による超過利潤を減殺• 消失させ，新生産方法導入の誘因を弱化•消失さ 

.せる諸要因が競争市場とは比べものにならない強さで存在するうえ，率先的導入を刺戟•促進する 

競争の作用も競争市場の場合よりもはるかに弱い。

このような寡占诒場の特徴から，新生産方法の存在する場合も，市場の拡大のほとんどない状態 

のもとでは; 新生産方法導入をめぐる寡占企業の投資行動はつぎのような特徴をもつこととなる。

⑴霖占市場のもとでは，未償却の旧式設備をもったある寡占企業が，その旧式設備を残存• 利 . 
用しつつ，新投資丨こよって新生産方法の率先的導入を行なおうとすれば; それによる生産•供給能 

力め増大は，当該部門全体の生産• 供給能力に対しきわめて大きな影響をあたえるので, そ9 寡占 

企業は増大した自Q o 生库 • 供給量のための市場を確保するためにはかなり^)価格切下げを行なわ 

ざるをえなくなるし，このことは自己の旧式設備に投下された資本の利潤率の低下をもたら，すこと 

を意味する。 しかも，かかる価择切下げを敢行すれば，寡占間協調を破壊し•深刻なる事態をひき 

おこす可能性が大き.い。

したがって，市場が^ とんどIfe太しない条件下では, 新生産方法がそれ自体として,は生産力向上 

による「特別剰余価値にもとづく超過'利潤J をもたらすものであっても,またそれを新投資によっ 

て猙入するための資本力があったとしても, 旧式設_ を利用しつつ• 新投資によって新生產方.法を 

率先導入しようという行動k 一般に強く回避される傾向にある。

それゆえ, かかる条件下では，旧式設備の更新による新生産方法導人が選ばれるわけであるが， 

この場合も，旧式設備をその更新期まで利用しつくした後に新生産方法導入を行なう傾向が強い。

未憤却の旧式設備を廃棄して新坐產方法に置換える場合，その未償却の残存価値部分ば，.新生産 

方法導入による觸過利潤からの控除となり, この程度に応じて新生産方法導入の誘罔（= 超過p i  
.め取得）は弱められるのであるが，このかき: りでは競争的市場のもとでと異なるところはない6 しか 

しながら，独占的市場構造= 媒占のもと:では.，高い参入障壁に幼:げられて,新企業の参入が制限さ 

れるため，とくに市場の拡大しない条件下では/朱償却の旧式設備の問題がら全ぐ自由であるとこ 

ろの新介業が新生産方法をもって参入してくる可能性もきわめて小さい。さらにまた，既存の裳占

注 ( 2 1 ) 同上，第 2 窃第 2 節参照。
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靡占企業の投资行動 ;

企梁が卑新期に達した旧式設備を新生産ネ法にょづて置換えたとしても，その企業は------ 新也產方

法が生産 • 供給m のいちじるしい塯大をもたらさない以上（そしてかかる方法は，つぎのょうに回避さ 

れる傾内にある）—— 鄺占間協調を維持するょう努めるので，旧式設備の資本も，従来の価格• した 

がって独占利潤を享受しつづけうる可能性が大である。

それゆえ，寡占企業では，旧設備を更新期まで利用して.いく傾れが強い。

⑵このょうに旧設備の更新期において新生産方法が導入される場合も，全体としての市場がほ 

とんど拡大しない状態のドでは，霖占企業はその新生産方法の設備が旧式設備に比べて生産•供給 

.能力を増加させる点に慎重な配慮を払う6 >
靡占企業ではある程度の余裕能力をもつととは可能• かつ必要であるから,新生産方法にょる生 

産 • 供給能力のある程度の増加は許容できる。さらにまた，品質差別競孕にょって自a の 市 場 を 肱 へ . 
:たしうる可能性があれば，その程度に応じて，生産 • 供給能力増大の負_ は魅減される‘  ' ‘
，しかしながら，新生產方法が旧式設備に比べて生産 . 供給能ガを激増するものであれば，全休と 

'しT の市場拡大のほとんどない条件下では, 寡占間協調の維持のためには，操業率の犬!®低 下 を 觉 ， 

•悟レなげればならない。価格切下げによっ.て激増した生産 • 供給量の市場を確保しょうとすれば協■丨 

調破壊の危険性M ある。また旧式設備を複数所有している場合には，更新されない:旧式設i t の 資 本 ：5 
利潤率の低落も覚悟しなげればならない。ゾ. • ..ベ :； : .' ぐ I

. . ' . 1. . . . . .  . . . ■、■'、 パ';-.:f

. したがって，寡占企業は，生産暈の激增にょづてのみ個別的生産価格を低下せしめるような新生 i 
産方法ではなく，生産量q 増加をあまり伴うことなく • 個別的生産価格の低ホをもたらす•ょうな新 . |  
生産方法を慎重に選ぶょう配慮する。生産量増加が, 協 調 破 壊 へ の 脅 威 で あ る ょ う な 状 況 の も と で i 

へ は ，とくに, 後者にょる個別的生産価格低下率が前者に比べて少なぐとも, 铸者を選ぼうとする志. ノ 

恂が強まる。 .
. . . それゆえ，匕こでは旧式設備の更新期に新生産方法導入が行なわれる場合，償却基金. 「蓄 稂 驻 . ：■ 1  
金」を加えて投下資本を増大しなければならない程度は相対的f c低められることとかる。この•こ と ’ j 
'は寡占企業における「蓄積基金j 投下めはけロを狭める一つの耍因として作用するという.点で注p .  I
'すべきも9 である。 . . ■  ' ' .

. . ’ ノ 丨. . . . . ■  1 ■ / .
' . ' .  ’ J
⑶以上のょう tこ，新生產方法が開発され，利用可能な形で存在している場合も，寡 占 企 業 に あ : 

づては> 旧式設備を利用しつくした後• その更新期で新生產方法を導入しようとする傾向が強いし， . 
また導入される新生産方法は，生産 • 供給の激増をともなわないょうなものを慎愈に選び，寡 占 問 ： 

協調を維持L ていこうとする傾向が強いのである。 . I
それゆえ，そこでは，ある企業が新坐産方法の瑢先導入を実現したとしても, このことが，他の
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諸企業をして残存価値のある旧式設備の廃棄= 早期更新による新生產茨法め追随的導X を強制して 

いく作相はほとんどないのである。 したがってまた,他金業が旧式設備め残存価値廃棄めたあに 

r萘稂基金j の投入を余儀なぐされるという問題もほとんど起らない。パ

* このこ.とは，族占企業において「蓄潢基金j 利用の必要挫をife減し，この面がらも投資機会をも 

とめる r菩稂驻金j の集積に作用することとなるぐ： ぐ

古川氏は，独占部門における資丰蓄積と生産力発展の飛躍性について，次のように述べておられ,

：る。— 「かりにある技術的発展によって，A 企業が内規模な技術.革新的投資を開始したとする。 

この場合には，ただちに锋りのB ，C VD 企寒は自B の独占的地位をおびやかされないために同様O .  
投資を開始するでi ろう。……かくて，ほとんど時を同じくし'ての激烈な投資競争.“ …によって，

. (注 22> '■ ノ
■ この部門では急激な資本蓄積が強行され，生産力は爆発的な膨張をとげる。j 

• このとらえ方におい文は，霈要状態についての柄め啦定4 なされていないことが特徴的であるン

' 木文で述べた;t うに，需要がほぼ- 1定の場合にぼ，たどえ r技拖的発展j があっ>ことしても古川

の云われるような激烈な投資_ 争に政ならないのであって，この点を見すごす沒らはV 独占M階匕 .
おける資本蓠秸の停滞的侧面め深刻さを過小評価するどとfこなるであろう。

:• ... . . .
:• ....... . . .. . .. ... . . _ . . . . .  ... ..'..''、ノノ

ムイ.:::-..、...:' ... ' . . ぐ ; . . . : ' : ノ . ；

' 、⑷ も っ と も ，市場がほとんど拡大しない条件下でも, . 協調破壊を覚悟して，生 産 ‘供給量を激 

'増させるような新生産方律の導入が強行されることももりうる。 い '
すなわち，也座 • 供給量の激増をともなうものであるとしても，それが個別坐產価格をきわめて 

著しく低ドせしめるような新生產方法で、あり， しかもそれが特許によって排他的r 利用できるよ5 
な場合には，寐占企業は，特許によって守られつつ, その画期的な新生産方法め導入にふみきり， 

大幅の価格切り下げによって競争相手諸企業を圧倒し, 可能であればその」部奪被減させるおうだ 

攻勢に出るととの可能性もおる。

かかる攻勢に対し，競争相手企業は，価格切下げその他の販売促進のための努力を'払うが，匕の、' 
過程で既存設備のフル操業を通じ• 価格低卞による利潤率下落を利潤量増大で補なおうとするので,. 
大幅な生産過剩• 伽格の継続的下落が出現するし.，対抗のために独自の新生産方法め開発をいそく;  
こ:.とにも.な る .. . , ....

こうして，_ 期的な新生産方法を排他的に利用する寡占企業は，自らのシェブを大幅に拡大して 

いくのであるが，.雄占諸企業が巨大な資本力によって対抗しうる力をもっているだけに，ふなりめ• 
期叫にわたっ弋価格の離続的切下げ闘争が展開する危険性があるから，かかる闘争をひ务おこすよ 

うな新生座方法の導入は，；それでもなおかつ利益が確突に予想されるという奪合にめみ行なわれ基 

ことはいうまでもない。 •

，注( 2 2 ) 巧川新f■软铽循瓌と恐慌の理論j  (前出) 2 0 4 寅,
100(微 ) ——
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. . . x  : . . . x  . . . . . X ..

以上, 本節では* 市場規模一定のもとでめ芻占企業め投资行動を考察した。そこでの特徴的なこ 

とは，新也産方法が存在しないばあいはもちろんのこと，それが存在し一部に導入されたばあぃで 

、 さえ，旗占企業間に新投資による設備拡張競# が起る可能性がほとんどないとぃうことである。す 

なわち，かかる状況下セは, 前節鉍3 項めA t 、考•癀したような寡占企業め投資行動の消極性• 慎:道:
 ̂« ! *. ' ' . ' - ■ * ， ふ.：， '-..

性とぃう侧面が全面的に支配するのである。寡占企業間の対立的諸契機は背後に退き，投資にかん 

する協調閼係纪，新辨資の抑制とぃう形でたもたれ't；V、ぐ。そして, かがる_ 礎の上では偭格如で 

の協調も：相対的に容易に維持洚れ, 独占偭格設定H とづぐ独占利潤の取得が行なわれるのである。 

しかしながら，このことは同,時に，独占利潤によって大量に集積される「菩秸基金J が，投資抑制 

のためにその排けロ奋失い，ますます過剰な貨幣資本として集潰され,:企業にたいする茁圧となっ 

てぃくことを意味する。 '
. . ' •  • . . .... ' ' " ' ■ : . ;■ 'I
とこ.ろで，.以上のような市場規模一定のもとで必然化する資本蓄積の停滞が，逆に，需要の拡大 

を抑制するよう作用し，ぃっそうの投資機会の縮小ニ資本蓄積め停滞をもたらすにぃたるとぃう循 

環的連鎖は，部門間の需要波及過程め問題として次稿以下で分析ずる予定であるが，本節は，かか 

■ 'る速鎖の端緒的』環の分析を与えるもめである。V ぃ ，

なお, : 本節で考察された諸連関は，_ 密に市場規模一定q ばあぃにだけではなく,たとえ需贾規 

模が拡太した :としても，.それが既賴の設備能力の操業率の神内で十二分丨こ処理されうるようなばあ

ぃには，：同様に見出されるはずであ萎。とぃうことは> 次節でみるような設備投資競争の全而化に, ■ , * . . ■.,
よっで, : 市場を大幅にこえるような過剰能力がぃクきょにつ< りだされたばあぃには，その後，か

なり長期にわたって本節でみちような投資抑制め時期がっづくとC、うことを意味する。そして，こ

やことはまた r 独占段階 f c お4 ては,ぢとえば恐慌によっ尤大量の過剰能力が出現したばあぃには,
その锋ゆ需要がかなりや規模で恢復したとしても，あるぃはまた , 新生產方法が開発され•一部に

導入されるような& とがあったとしても , それがな;^なが新投資の火きな流れをひきおこすには至

6 なぃこと, それ故，ひとたび激烈な恐慌に見舞われたのちの不況期は，興常に•長びく可能性があ

る，とぃうことを萊唆U ている。 : • .
こ© 点では，1930年代の長期沈滞を，まず裳-占的構造め形成とそこでの雜占企業の特殊な投資行 

• (注 23)

動様式から説明しようとしたシュダインドルの「アメリ力資本主義における成熟と命滞」は,独占

段階における資未落敏め態様の一節c—— fcだし一面丨のみではあったが一一）を]丨シしく把えた先駆.
的業績として評価されるべきである。

圓 . . I• ，ノ .パ'ン' い 

, 、■. '• ■■■.：•".  .. :".
注(23) J. Steindle, Maturity and Stagnation in Ainerican Capitalism, 1952 . イ々崎♦彼原 * 站沢訳卜,メ リカ资木

虫餞の成紐と停滞j 1 9 砂 I V  て
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第 3 節市場の大幅拡大傾向のもとでの霖占企業の投資行動

( 1 ) 霖占市場においては，第 1 節第 2 祺でのべたように杏霖占企業が余裕能力をもっているので， 

市場拡大が生じても，それが小幅 • - 時的なものであるかぎり，各企業は杂裕能力の利角==操業率 

.の上界に.よづ.て対] ^するため，. そこでは，他に先んじて操業率を上げることに土って’ 市場、ン产ブ 

を拡大しようとする競申が肢洲するのみである。

‘ b たがって粦占のもとでは，新設備を拡張しようという積極的• 突進的な投資行動は，市場拡大 

が各企業の現存能力の完全操業によって対応できなくなるという見通しを許すぐらいト大幅• がつ： 

継続的なものであるという状況ドではじめて現庚化していくのである。

このことは，^ rL個苻の特徴であり，ここに，寡占企業の新投資行動の機会が，競争市場にぐら 

ベてョ .リ少な‘くなっているとV. うこ'とをま-ず確認しておぐ必要々、ある。，

. したがって，第 3 節で考察するのは, 設備拡張をめぐる積極的•突進的かつ継続的行動を惹起す 

る，ような，市場の大幅な拡大傾向が出現したもどでの投資行動である。 ン ベ '

( 2 ) 需要拡大が大幅 • かつ継続的で,現生產能力の完全操業によって対佑できなくなるというこ 

とが見通さ夂る状態のもとでは/ 寡占企業の薪設備拡張にる供給能力の急増が，俩格低下圧力 • 
媒占間協調破壊め危険性• さもなけれ;ば操業率の大幅低下をもたらすおそれは,市場拡大め程度に 

応じて緩和されるし，それは，それまで協調維持のために潜在化していた競争を刺激し，寡占的諸 

企業の稂極的 • 突進的投資行動釦現実化せしめる。そして寡占的市場においては，市場の大幅•か 

つ継繞的拡大のもとで，ひとたび寡占諸企業による群的な設備拡張投資が行なわれた後には，多ぐ 

め場合，余裕能力 • および過剰能为め存在によって，再度新投資が行なわれるまでにはかなりの_  
間がかかることとなるのセ，この市場拡大の機会に，いがに自己の生産能力を拡大し• 市場、ン丈プ 

を姑火するかということが,その後め長い期間にわたっての独占的利潤め分け前を左右することと 

なるだけに，ここにおいて各寡占筌業は他に先んじて新投資を行ない，できるだけ長い間• .高い準，

業度を維持し，市場拡大分を確実に自己め手中におさめよぅとして，積極的投資行動を展開してい
■■ . •

そして，この場合，芻占企業が長期的にみて余袼能力をもつことが可能•かづ必要であるという 

?ji••情は，各弥占企架が設備拡張にさいし, たとえ設備拡張によって，完全操業をつづけうる市場確 

保が困難であると予測される場合にも, 設備拡張を通じて、ン尤ア拡大の越盤を確立しておき，その 

後の擗贺の漸次的拡服において操業度を高めていくという仕方を選ばせるという点で，樹極的•突 

M的投資右.励を促進するよう作用する。 したがって，市場が大幅に姑大するもとでは，、余裕能みを

102(630)

■ 霖占企業の投資行動 . '
見込んでの先行投資をいっきょに行なっていく傾向が強いのである。載•占企菜はすべてかかる新投 /
資を突现していく力をそなえているだけに, ，ここにおいて，競争段階とはくらべものにならないよ 

うケ飛躍的な生産能力の増大• 新投資の粜進的拡大がいっきょに出现する傾向が強い。

；しかも，.市場が火幅 • かっ雜続的に拡大するということは , 参入障壁を低め•新企業の参入を刺 

激する9 であるから，既斧の諸企業はいち早く設備拡張をはかることによって新企業9 参 入 を 防 止 ゾ  

ずる必要があるためK この面がらも既存の寡占企寒の早急なる設備拡張が促進ノ強化されていく。

. • .. . . ... ン：. • -
, ( 3 ) とごろで，かかる大幅 • かつ癩続的な’市場拡大め4 とでは，その拡大がすべての霖占企業に

設偷拡張とその高い操業率をゆ名すほどめもあセはなく,じたがって全体としてめ過剰能力の出現

をもたらすことが明もかであ名としても, 一一かかる瘍合がむしろ-一般的である一ニ設備投資にか •
んする協調によづてかか名全体としでの過剰能力め出現を防ぐことはきわめて困難である。 , ■

• 設備投資にかんする協調ゆ，各企業め旣存設備の存在を前提としてめ価格而ゃ操業率にかんする

協調だ比べて, ョリ太き沒諸困難をふぐむものセあり, これらの設備投資にかんする協調上の諸困•：

嬸ぽr 市場拡大のV i ；で鋭く表面化し, 寡占企業の積極的な投資行動を促進し•現実化する諸契機 . :
. . . . と..な'る。:.：V : . ' . . . 、 ' . . . . ； . ’ , ：

» ........ • • ト

， (a)寡占的諸:企業が相互协調.しっっ，资本利潤率の長期極火化を突現するためには，そ の 前 提 '； 

として/ 当該部門への需要の変化趨勢の把握；それiこ応じた販売置•生産量の変化分の判‘ そ の . 

ために部門全# にとっヤもづとも有利となる設備能力‘必要换資量の判断等にかんし：C , 霖由諸企’ ' '
: 業すべてが統一的な適確なる判断をもらていることが要乘される。 しかしながら，舉 一 企 業 独 占 と ： 

輿って，複数0 企業からなる寡占おい 't ：は* そもそもかが名判断を統一的に行なう主体が存在し ‘ 
ないのであるがら，.そこでは各‘ 業が独自r 行なう判断が一*致することはむしろ偶然といえる：こ ’ ! 
れら判断に‘ ける各企業のくい違いの存在こそは，投資協調を困難ならしめる第一の菡礎的条件で 

. . . . f c る ぐし. : . : .パ. . ; :
■ (b )第二に , たとえ以上の諸点について各企業の判断がほぼ同一であり，事実上「同意」が 成 立 . 丨  

したとしても， f こからただもに次の困靡が生じる， '!
' すなわち, 「同意:J をみ:た必要投資量を各企業にいがに配分するかをめぐって,:各企業間の対立 . 
が避けられないという困難である。それは, 投資協調におい冗は, そ も そ も 各 企 業 の 利 益 の 一 致 を : 

'みるような「公平な丄配分の基準• あ各いは原則が存在しうるがという問逋でもある。

別稿で価格面でめ協調における困難性を考察した際明らかにしたように，そこで、ゆ多くの闽難性 '
があるとはいえ, 同一佃丨格ゃあるV、は同一率での操業炽縮というような舉ーの站準をもって協調を 

行なうことが一応可能であった。 ’ :
しかしながら，設備投資においズは，このような坩純な诚準をもって協調を有効裡に臾现するこ
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とは不可能である。氓純化めため，各企業の新設する固定設備はすべて，技術的に_ 質であり，設 

備 1 セットあたりの生産能力• 必袈資本;!ikも同一セあると仮定する6 ' ‘
需要拡大が大幅であり，，各企業がすべて設備投資を行ないうるという条件 •ドであっても，各企業 

がいかに設備を拡張するかについて，「公平」な . 务企業の同意しう 'る基準を見出ずこ 4 は不苛能 

に近い。たとえば各企業同一M 模の新設備投資’という益準では，上位 i 業はそめ、ン土アめ低下する 

こ i に対する不満をもつことがさけられぬし，現在のシェアに比例してめ設備投資とリ、う_ 準で灶， 

設備投資によるシヱア拡大をもとめる諸企業の意図に反するし，また分割不能め固定設備の規模の 

点からも現シェアに全く比例した拡大の実現には技術的 • 物理的困雛がある。

さらにま.た，投資の時期的配分が必要とされるところでは，困難はャ層倍如される。すでに指摘 

したように，,璩占的市場では闽定設侦i 1 セットの増大は当該部門の全生産能力めかなりの率での.増 

加をもたらすので，市場拡大のi i 通し,がきわめて大幅でないかぎり， 過剩能力の出,を甸避するに 

はすべての企業が同時に設備投資を実現することが不可能なことが少なぐない。かかる条件卞では, 
各企業の設備投資を時期的に調整する必要があるが， しかしどの伞業に優先的な投資を.認やるかe  
ついて. 各企業の同意をうる可能性はきわめて小さい。一部の企業のみの設備拡張の突現は各企業 

の利益に火きな差をも坐じるし，市場拡大の先の見通しが明確でない以上，次の設備拡張がいつ残 

りの企業に割り当てられるかということも不確定であるから，ここラ、は*各企業間に同意が成立す 

る可能性は稀といわねばならない。 , ’
⑷さら丨こまた，設備城張が新生産方法導入をもって行なわれる場合には，設備拡張考行なった 

企業と行なわない企業との間には，生産諸条件の格差が生じることとなるの；̂毛るか5 / 設備投資 

をめぐる協調の可能性はヨリニ層縮小される。このことは，新生産方法が特許によって排他的に利 

用されうるという場合ではさらに一層強く現われる。 • .

.■ ■； V ' ぺ - / パ ' .■へ 1 ，ン.‘, . ■ -； ' - へ . *  * . ■ ' ■.' ' , . . , . '
マ:,':’.ぐ '' レ .':.:に / .へ.：ぃ...：'..' へ ，;..：..：.ン.. ..： r '：■- 'I.. 卜........ ' ぃ .，'’ ' - ハ'' ' :.ノ . ベ.'... > ゝ.ベ

以上のような投資協調における困難性は，市場の大幅拡大のもとで鋭く表面化し，' ここに寡占諸 

企業の積極的な投資行励が促進されていくこととなる。

以下においては，第 2 節と同様，A : 新坐産力法の存在しない場合,製品羞別競争の展開す 

る余地の大きい場合，C : 開発された新生産方法の存祚ずる場合，にわけて, それぞれにおいて， . 

市場の大幅拡大傾向のもとで数丨1i企業の桢椒的投資行励がいかに促進されるかを考察していく。

A 新生.鹿方法め存在しない場合。

( 1 ) 市場の太幅 • 継続的拡大のもとでは，開発された新也產方法が存在しない場合にも，寡占諸 

企業の積枰的 • 突進的な投資彳ネ勋がする。 .

市場拡大にかんする数占諸企業間の判断のネ丨丨逾するもとで，市場拡大をヨリ高く評伽し• ヨリ強
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氘の判断を行なった企業は，まっさきに設備拡張にのり出十。 . I
あるいは，余裕能力が相対的に少なく•市場拡大のもとでいち皁く余裕能力め党全利用が見通せ 

る企業は，いち早ぐ設備拡張にめり出ず。 % . j
また舍体としその市場拡大にろいて各芻占伞業間の判断がかなり‘致してい,たとしても，そ し て j 

全体としてめ布場拡未が，あらゆ冬芻占企業のi セットの設備投資を許容する位大きくなぃことが. . ■ :  

.各目にとつて明らかでもるとしても，全体として過剰能力を出現させ没いための協調的抑制が困難 . j  

である以上，そこでは，他に先んじて設備投資を行ない•需要拡大分を肖らの手に獲得することが j  

* :必要となるから，：猜極めな設備投資行動がはじまるこ.とは明らかである。そこで:は，こ の 市 場 拡 火 ...j 
の機会を把えて，口己のシ土アを拡大しようとする霖占的行動が前面に現われることとなる。 ■ ;j|

このようにして，.一部の寡占企業が他に先んじて設備投資を敢行したとするi , 他の_ 占 企 業 は ’ ，|  
これに勹づいて設備投資を行なぃ，，自己のシェアを維持しようという強い志向をもっている。た と j |  
免，目G がそれ巧ぅづいて設備投資を強行すれば, 全体 ど し て 過 剰能力をうみだす危険性の強いこ | |  
と か 予 知 た と し て も ，もしあ，る一部企業のみの設備挞張を容認するとすれば，: 市 場 拡 火 は そ の / ; |  
一部企寒のみによつて吸収されてしまい，自已のシェアの低-卜:が必然化することは明らかである。 j  

.したかって，自らも設備投資を鹼行して，過剰設備の負担を相兀に負う結果となるi しても，自 己 丨 |  
のグヱア低下奪防ごう/と今•る志向が強ぐ作用する。. ここでば市場シヱアの維持. そ し て そ の 基 礎 と ' I 
して生産能力シェアの維持を強ぐ志向するとぃう.寡占固有の行觔が，衍極 的 な 投 資 行 動 を 刺 激 .促 , , J  

進ずるので表冬。 . . 1
: こめよケにぐ市場拔大のもどで，一部寡占企業ギ樹極的投資行動にでた場合；他企業がこれにつ . , J i  

づぃて積極的行動淦おこし, 市場拡夫を:上施らて設備投資が衍尨われてぃく可能性は強ぃ。 ；|
そ v て’ ここには，全体どしての大i な過剰能力が出現し,価格面での協調が破られてぃく危険 j

性もふくまれている。た だ こ の 伽 格 M での協調が破られ，泥沼的關争状態におちこむ危険诖は， I 
のちに見夸新生産方法導入め場合^ :比べて，はるかに小さい。なぜなら，生齒方法のg 劣一 一 細 ' I  
価格 . *個別的生產铜格に夭きな碧が存.在しない以上，他企業を压倒してその，ン土 ア を 奪 ぃ 取 れ る 可 さ |  
能性も無いからであり，設備投資競争の褚果，かなり大量の過剩牟淹設備をかかえた状態の上で， ；■ 
価格面 .• 操業率の商で( b協調が行なわれることになるととが多いであろう6 , 1 |

I

⑵しかしながら，新生産力法の存在しなぃところでは， c k : みるような新生,帝方法の苺入可能 

な場合に比して, 積極的ノ突進的な投資行動め展開はg あられる。 、 J

.弟— に, : '近い将来技術発か実現ず .る可能を七が，投資競# . を阻げる驳因として作用する。競 令 段 . ノ 1  

條では , —般に将来め技偷關雜まで投資をさしひが免るというような行動は，画 期 的 な 技 術 開 発 が ' _
かなり袖丨_ に爭_ される例外的な場合をのぞけば, 原則的には行なわれず,‘現在わ時点でもっとも
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. 寡占企業の投資行動 

優れた生産方法をもって新投資が实現していくのが一般的であるが，霖占的大企業では，一時的に 

新投資令さしひか•え，近い将来に卯発される新生產方法をもって設備拡張を行なうことがヨリ有利 

であるという判断が生じることもある。 • / •  V  パ

とくに，余裕能力を多くかかえたこと等によって設備拡張競争にたち遅れ，後続して斅備城輝を 

灾现すれば, . 全体とレて過剩能力が,大量的に出現し? 操業度の大幅傅卞をみることが明らかである 

と予想される場合には, これら企業は，一！̂的な 'ン土ア低下をみたとしても，近く關発されるヨ入 

優秀な設備をもってシュアの奪回f cめりだすごとを選ぶ可能性がきわめて強い。

またこのような場合には，たとえ，新生產方法の開発ギ近い将来行なわれる可能性が少ないとし 

ても，設備拡張をさしひかえ新生虜方转C > _ 発に全力をつくすことを選ぶ可鲜性もあ令。

ともあれ，新生産方導入が行なわれなぃところでは，設備拡張を.行なった企業と行なわない 

企業との間では，生產カ格差が生じないのであるかダ，設備拡張を行なクた企業6 よって価格切下 

げ攻勢が生じる危険性もきわめて少なぃため，設備坟資競争の進展過程で，過剩能力り出現による 

操業率低下を回避して， ヨリ優秀ナよ笔產方法での捋来め投資拡大に全力をつくすことを選ギ余地、も

でてくるのであり，こめかぎりマは, 積極to  • 突進的な探資競争の全面的興開• 全体と:しての生産. • -

能力が市場拡大をはるか虼上廻って累進的e 拡大される傾向は, 制約さ•れることとなる。

_• ■■ ' バ い . . . . . ■  ■.；.:ゾ . . ■ ... ' . V . ... * 17 . . > . ； - ■ .V. ； . . ' • . . . ... *'
- B 製品差別競争の展開する余地の大きい場食。' ： • .
，■製品楚別競争'の展開の余地が大きいとい:うこ..とは，■. A でみた投資競争に対■し一定め影響を与え:る6 

( 1 ) この場合は, 市場拡大がはじまる時点で, 各寡由企業0 もとでの余裕能力は，製品羞別競争上 

の有利性の差によってかなりの相違をもっ'ている。有利な製品差別によって市場シ« アを痹大し, • 
完.全操業に近い状態にあった企業ほど，市場站大のもとで他に先んじていち早く設備拡張を行なっ 

ていく。 そして，製品羞刿fこよっ卞自己の市場棋大が相対的に容易な諸企業は，全体め市場拡本Q  
もとで，いっせぃに輯備拡張を行ない，最大限に自己の市場％ェ アを拡大しようとするので，仁れ 

ら布利企業の設備拡張が, 全体としての市場拡大傾向を上廻る，もわであるとしても，有利企業や辦 

婶投資は山-場をこえるテン，ポで強行されていくこととなる。 したがつて製品差別競争の余地の大き

いということは，有利諸企業における設備投資の積極的• 突進的展開を促進するのである。.；. '*

» • *

( 2 ) しかしながら，他面製品差別競争力が劣り， それまでに丨:丨己の市場を侵蝕され、ていった企業 

では，金体の市場拡大傾向のもとでも相対的に大きな余裕能力をもって生産拡張をはかることにな 

るので，設備挞張競争に立ち遅れること片なる。そして他企業によっ卞すでに実現された設備拡張 

によマ て市場拡大分が吸収されてしまったとすれはY んれら企業が，全体としての過剰能力9 出現, 

を党牾しつつ設備投資を敢行するということはin丨避される傾向が強い。もし設備投資を強行したと

丨丨

. 基占企業の投資行動

f れげ , ここでは過剰能力の負担は， もづぱら製品差別競争力の劣弱な自らにかかってきて，世己； 

の操業率の大幅低卜 • 利潤率の低下が明らかであるからである。

したかって, これら企業は，設備拡張を一時断念して,各種の方法にょる丨丨丨已の製品差別競爭カ 

の強化に専心し，その競争力強化を基盤にして，将来設備拡張を英現する道を選ぶことになろう。 

。の商で，製品差別競爭の佘地が大きいということは，一部の劣弱企業の設備投資の抑制を通じ 

〉て，積極的投資行動の全面的な開花を制約することとなる6
… ' • ■ ；, . '.トン- . .’ , .■ '  .: ' ' つン / ノ . ， し. ：. ■ンニ . '  '.八，..，：.. ；̂

C 開発された新生產方法の存在する場合6 ,
開発された新生産方法が存在する場合芦は，市場の大幅 • かつ継続的拡大のもとでの積極的•突 

進的な投資行動はヨリー層倍加 . 促進され岑こととなる。まず開発された新生産方法がすべての企

業 ■̂■ょって利用可能である場合を前提■して，. .かかる事情を一般的に考察する。

..■... ........... ' . . - . . . .  ベ . ニ  •
— .- 1-■ ■ ....... .... .コ ：. .

⑴ 第 2 節 C でみたょうな ‘ 寡占あもとで新生產方法め導入の誘囚を削減す.る翦因•新生產カ法 

の導入を旧載備の吏新期まで遅延ぜしめるょう作用ず名要因は，市場拡大め程度に応じて減少し，

新投資にょる新生産方法の率先的導入• それにづづく追随的採用が刺激•促進されていく。 ‘
新生産方法導入k 結びついた新投資では，「特別剰余鈿値にもとづく超過利潤J の取得が可能と . 

なるので，市場拡大のもとでV、、ち早く自己の設備能力を拡大しょうという積極的投資行動は，ヨリ 

一層促進される。寡占企業は，他に先んじて，新生産方法を導入することにょって，できるだけ提 

い間高い操業度を維持しつつ . 「特別剰佘偭値にもとづく超過利潤」を取得しょうと，先を争って 

新投資を敢行してぃく。

しかも，すべての企業が利用しうる薪生産方法の存在は，市場の大幅 • かつ継続的拡大という-如 

情に加えて> 参入障壁の低下{：こ作用し，薪企業の参入をヨリ .一層刺激するので，既存の諸企業がい 

ち早く新生産方法を導入しようという行動はこの面がらも促進されていく。 , ,

さらにまた，新投資が新生産方法の導入と結びついて実現される場合には，新投资を行なった企 

業の生産諸条件が向上するのであるから,もしこの市場拡大の機会に新生産方法導入を行なわな 

かったならば，その後の長い期間(こわたっ て独占利滴の分け前を得る条件は，相対的に不利なもの 

となってしまう。 したがって, へ市場拡大の時期に,自己の設備能力を拡張しておかねばならないと 

いうA でみた事情は， ここでは，各寡占企業がこの機会にできるだけ優れた生鹿方法を導A してお 

かねばならないという内容をもって， ヨリ強く作用ずることとなる。 …

しかし，新生産方法導入が一部の寡占企業にょって炎现し，そこで全体として市場妈大分を上廻 

る新設備能力がうみだされた場合，新投資を行なった企業は丨 生逾諸条件ぬ上を站礎として，伽格 

切下げにょる高い操業度の維持を行なうことが可能と.なるのであるから，他の媒占企業は,もはや

- — 1 0 7 ( 6 5 5 ) ——  ■
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鈣A企業の投資行動. ， ■
全体として過剰能力が出现しi HIらが新免鹿方法を導入すれば過剰能力の鉍増をもたらすことが予 

想されたとしても，自らも薪也鹿方法の溥入を敢行し/他企業と同娣の生處諸条件を突现したうえ 

セ, 全体として操業率低下による負担を負う道を選ぶことを有利とする。それゆえ，新生産方法の 

.導入可能なところでは，一部企業の新生:産方法の肆入は，当該部門のあらゆる企衆に新生産方法導 

.入を促進していく作用をもつのであり， しかも，あらゆる寡占企業は新投資を行なう力をもづてい 

_ るだけに，当該部門で一せいに新投資が実現されていく傾向が強いのである。、

こうして，市場拡大と新生産方法の存在という両条件の結合しているもとでは，あらゆる隳占企 

業が全面的に稱極的• 突進的な投資行動を展關していき，全体としての設備拡張が全体としての市 

場拡大分を上廻って実現していく傾向は< 屯鹿方法不変のもとにおけるよりもはるかに強くつらぬ 

かれていくこととなる。 ノ ： ■
窩占市場r おいては，競争市場のもとでみられるような，新生産方法の導入の.普及が促進•啤制 

されていく過程で，新屯淹方法を導入できない資本が存在し，その一部が破滅*駆逐されていくと 

いうよ，なことが，ほとんどない。それゆえ，ここでは , 新生產方法cp.導入が一せいに展開し，. 全 

体としての過剰能力の出現が, ■一部资本の新投资実現不能，一部資本の破滅•駆逐という事情によ 

って綾和されることがない，という点に注目する必要がある。

⑵以上のような新生産方法導入の投資競争の過程において，価 格 •操業率の而で霖占間協調が 

，どうなるかは，需耍拡大と設備拡大との程度，务郄占企業での新生產方法導入の状態，新技術によ 

る個別生産伽格の低落の程度，新参入の実現いかん等に上って左右される。

部門内の_ 占企業の一部においてのみ新生產方法の臾現した場合，とくに，新企業が旧式設備を 

もたず新生産方法のみをもって参入した場合（そこでは平均的な生逛諸条件は旧式設備がないだけに相対 

がパこ高ぃ）には, . 他の企業よりも相対的に優利な生産諸条件を:匙礎にしたその企業の伽格切下げ攻 

勢で協調破壊が生じることもないわけではない。 しかしながら，かかる攻勢は，その新生産方法が 

一般的に利用可能なものであるかぎ.り，他の企業の新生産方法導入とVそれを迤礎にした報俊を促 

進することになるだけであるので，ここではin丨避される傾Mが強い。

開発された新生産方法が一般的に利用できうる場合に;は，新生産方法導入 • 設備投資をめぐづて， 

各郯占企柒は激しい投資拡大競争を股開していくのではあるが，各企業は伽格而ではできるだけ伽 

格切下げ競争を四避して，協調的な態度を維持しつづけていこうとする》 したがって，全体的に過 

剰能力が出現したもとでも，各企業は操業率q 低下によって切りぬけ，価格切下げをめぐる競争を 

避ける傾叫が独い。 .
そして，一方における坐產カ向上の結果としての生座伽格水筚の低下•他方における参入障壁の 

変化に觅合って，販売価格をゾライス• リーダーシッゾなどによって適觉切り下げ,つつ，利潤率の
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高占企業の投資行動 •
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長期的極大化のd 檄を達成するょう努力する。 •
：' V . . … パ. . . . ' . : ' ' . ■ パ ' ： . '.v' ：■ .く-.:巧

. . . . . . . . . . . •  . .. . ■■ . . . - .  . .  ,
⑶特許によって新生産方法をあ今企業のみが排他的に利诏しうる場合には，この企業は相対的' ;

に有利な生產方法をもって設備拡張を行ない，高い操業率の‘もとに「特別剰余価値にもとづく超過， i
利潤」を独占的に享受しつづけることができる。. ' : ' ,：!

， 他の企業は，可能性のあるかぎり，独自の新组産方法の開発をいそぎ，そ の 新 坐 度 方 法 を も っ て ‘ 
設備拡張を行なおうとするが，かかる可能性のない場合にも市場拡大のスペースがあるところでは，. ' ;； 

旧式設備での設備拡張を行なうであろう。 |
しかしながら，特許にょって一部企業が排他的に利用している新生產方法が旧式設備に比べは-る . ： 

をを^ 生産力をもつものであれば，これに対抗して旧式設備によって単に生産能力を拡張するだ. \ ;
....- . . . パ ... .. ... • . .•'■：' '.：.■• ■ ヤ も :j:

けでは，たとえ一時的に出己の市場を拡大するととができても，その後の長い期間にわたって独山 -:.： 

利渦の分け前を得るうえで有利な地位をしめることは決してできない。旧式設備にょる新投资にょ、 . 丨 

って，金体としての市場拡大を上廻る生産能力がうみだされたとすれば，は る か に 高 い 坐 度 力 の 新 , 

生產方法を排他的に利用している企業は，価格切り下げをもって出己の高i 、操業4くを維持しょうと： 1 .丨

するであろうから，旧式設備の資本は操業率の低下かあるいは肺格切下げによる対抗にょって，い ’： 

ずれにしても利潤率の大幅な低下を余儀なぐされるどととなろう。 v 丨

したがって，かかる場合には, 他の諸企業はi d式設備にょる新投资を見あわせ，当分は賊存設備、

の完全操業によって市場、ンヱアの維持につとめ，独向の坐産方法の開発に全力をあげざるを得ない。 ' ! 
したがつて， ここでは，全体としての市場拡大のスペースがあるままに，すべての設備が完全操萼 1
され，販5占価格の維持•あるいは一矩の上样をみるとい.う状態がつづき,..特許をもって 新 投 资 か し ■! 

■.た企業か「特別剩杂偭値にもとづく超過利潤」を革受しつづける可能性が高い。ここでは，参 入 し s :
ょうとする新企業も，独向の新生産方法を開発し，特許をもつ新生産方法とほぼ近い生産条件をそ.
な，冬ることなしには参入を臾行できない。 したがづて，新生産方法がすべての企業に利用可能な場 】

合にみられ把ょうに，市場の木幅 • 継続的な拡大のもとで，數占*企 業 の 積 極 的 • 突 進 的 投 资 行 動 が ニ  

全而的に展開され, 全体としての設備拡張が市場拡大を上廻ってすすんでいくというょうな傾向は，， ： 

ここでは特許の存在によって制約されている。 _ • .

しかしながら，ここでは，狨占間競争は，鼓占諸企業のヨリ優秀な新尘産方法を開発するための 

きわめて激しい競争とじて行なわれ，独自の新生産方法の開発を趟礎に，積極的投資行動の展即が. 
行なわれることとなる。そして, 新生虛方法開発に遍れをとった諸企業が,ヨリ優秀な別め新生座 

力法の開発に成功するならば，それら企業にょって，新投資が敢行され，、ンエア拡大をめぐる激し 

1 、投资競争が展開されていく。ここでは，新生逾方法が一般的に利川'可能なところでみられたょう . .. 
な祯極的* 突進的投資行動が， ヨリー屑倍加されて進股していべ。各戤占企業にょって独向に開雜： '



' . 寡占企業の投資行動

されヤいく新生産方法は, それぞれ生産力水準に差をもつので，その差が大であればあるだけ，細. 
格切下げによる市場デヱア拡大の競爭が尘じる可能性も火きい。

このように，排他的に利用しうる新生産方法の導入は，市場拡大のもとで、は，ョリ優海な新生產 

方法開発の競-令をきわめて強力に促進し，一矩期間の後に，諸企業の積極的な投资行動を惹起して 

V、ぐよう作用するのである。そして，生産力のョリ高い新生產方法の開発を基礎に，全体としての 

布場拡大を上廻って，設備拡張がすすめられ，過剰能力が出現する傾向が蹲いレ，そこでは細格切 

下げによる協調破壊の危険性も大きいのであるパ

それゆえ，翦占諸企業による糖極的• 突進的な投資行動がもっとも激烈，かつ:^規模に展開する 

、のは, 以上のように市場の大_  • 継続的拡大と生産性のきわめて高い新生產衣镔の導入とか結合し, 
«しかもさらにョリ優秀な種々9 新生，產方法^•開発が刺激され^ 入 _ れ名ような場今といえるP

X ... X  . . x  ；
' r  ̂ ' . . ' . ■ . ソ.ぃ：'  . ，■ ■ . ■ ■.； ； : へ.ハ-.
.なお，本節で前提にしたような需要の大幅.継辕的な拡大が独占資本车義段嘴でいかに丸て生じ 

るのか，設備拡張の投資競爭がさらに需要を拡大して—層の投資をあおるというよう：な率積的夢程 

.が独A 段階で展開する条件はあるのか，.あるとすれば, それはいかなる特徴的な形で展開し，いか 

なる特徴的な制限をもつのか，一 かかる問題は，第 2 節の末尾で述べたところの投資停滞の波及 

、の.問題と.ともに，本稿での分析を前提^ : して次稿以下で究明する予定である。

• (未完）

现 ; 、逆 没 ' - ぬ •も 城 :训 欲 ず

明治10年代におけ:る 

製糸資本の生成と村落構造の変化（m)
'.■ ' . ...:.：- . ' パ' . . '..へ ■ ■ ' ..: .く-■' ノ. マ、'  r

M 山 隆 三

. . . ©

はしがき  確ではない。明治u 年の「器械製糸出願屈j  (識訪市役

1 :製ネ女工の流出驻弊と# 年形態.(抑卷1:号〉 所湖南支所蔵）に:よると.，そこに■出願者として記載.さ..れ......
D 製糸資本と養逛農家一養喪業の展開ど ているのは14名であづた。この「出願届」の 性 格 は 雅 . .

i、m 措造の変化一 ㈣ 卷4 号） ， 械製糸を開始する為の許可を受けるというものではな 

m , 製糸資本の虫成過程とその性格（本号) からたようである。すなわち出願屈に記載されている

. 者のうち中山保蔵と関兼藓の二人の名がすでに明治9
m 製糸資本の生成過程とその性格 年に器械製糸業者として「信澄蚕糸業史」（下巻2342頁）■

<•* .に.栽って.い'るン'.また.本稿の.「はしがき..丄'(「3 田榮会誌:！

明治 1 0 年前後長舒県謝訪地方では水:中: を動力i す 成 拳 1 号）で示したように「長野!^町村訪J には器械 

る器械製糸マニユフ，クチユアが簇生した6 製糸マニ 製糸が「村の成の方北真志野にあり，述屋坪数九坪，

. . ユ フブクザ立ア，の生成. . '展開は，農永内自.給_ . •  3丨丨業水.’車差互:^六尺十二人取なり。.一つは村の卯の方大熊 

的労働の製糸質銀労働と養逛労働への急速な転化• 編 に あ り ，建屋六坪，水車差亙ゴ六尺，八人取なり」と 

成替をもたらして、ゆぐ。すでに前章で検討したように， 記されており, ぶれは「信濃蕺糸業史』 に載っている 

明治:5’年よ_り .20:_年に至る間，.i部訪郡湖南村南真志野.：.._ 伊助.(北真志野）と_ 兼蔵か牛山保蔵（大熊）を指すも ..
では総人口数，総労丨動力人口数は殆ど変化がみられなのであろう。したがって，明治 U 年 の r出願届』に ； 

かつ.たが，' 養蚕業の急速な箱展，繭生產量の増大が生.■はす■でに.水車を動力‘と' る器械製糸を営業していた令 ' 

じており，また関初平家の資料による限.り，明治10年が含まれていたことは確実である。 ‘ ’

代後半〖こおいて土地所有親模5 反以下の未婚の女子は北真志野の関伊助が明治9 年に器械製糸を開始した 

製声女0：として働いていたものと考えうるC：とから; ことは「諸願届」。(北真志野. 関保美氏蔵）中の r製 糸 ‘

:農家内勞働の編成替がこの時期に進行したものといえp 関スル履歴及事蹟/ によって知りうる。これは伊助 

令の.である。 ' の息子て，製糸結社 r束英社J 社長の五助が明治3 4 年， :
幕末開港を機とする生糸市場の拡大が,：製 糸 マ ニ ユ 42年にほぼ同文のもめを厢出先は明らかではないが刼 

ファクチユアを生成，展開させでゆく填合, な.おここ， めたものであり，湖南村における器械製糸の発展を知 

で検討されるべき点は，農家内労傾)を編成替し,さらる資料どしその一部を示せば以下の通りである 

，には農村の全措造を推転する起動力である器械製糸マ■「製糸么関スル履歴及事结 

. ニ ユソァクチアの生成 • 展開過程今のものである。 長野蟫陬訪郡湖南村乙仳9 赉地士族

. 本窜においては先ず•湖南村における器械製糸寒の明 生糸製造業関五助  '
.治.1 0年代における.消长を概観し/._次いで閨初宇家の 鹿内3 年却■丹_ 日 印

資料により，関家の製糸経常め展開過程を,資金関係創業  ：

を中心に明らかにしてゆこう。 斯業ノ開始ハ今ぎ！;凡 六 拾 有 余 年 前 ニ ア リ テ 亡 父 .
伊助,創業ニ係リシモ其结時ニアリテハ全国一般斯 

, , ( U  業甚タ幼稚ゴシテ従テ営業微々敢テ挙クヘキ刺战ナベ '

糊帘村において，何時器械製余が開始されたかば明シ而 *ンテ明治杀齡M 際 'ン国勢一変外围K 勒ノ開クル1 . . f L ........ベ '.
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